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「あたかも力ある人が曲げた腎を伸ばし、

伸ばした腎を曲げるように」

一神愛のイメージの愛遷を追うー

岩 井 昌 悟

1 はじめに（問題の所 在）

原始佛教聖典中に見られる1神愛の記述に對する諸學者の立場は様

々であるが、信仰の立場から無批判にすべて事賓であったと見なすよ

うなものを度外視すれば、大概はそれらを憚尊の超人化・神格化に伴

い後世に付加された空想的・神話的・奇跡的要素すなわち空想の産物

とみる立場か2、またはそれらの記述の中に幾分は事賓の痕跡があるとみ

て合理化して解祥する立場のどちらかであろう≒ 肯定的な見解もある

1 ここで「原始佛教 聖典」とはパーリのニカーヤと漢詳阿含、 南北両傅の律蔵の総盟

をさす。2

こ れは中村元氏 の立場を筆者なりに租借・要約したものであ る。中村元 『ゴータマ

ブッダIJ 春秋社、 中村元選集〔決定版〕 第11 巻、1992 年、pp.3-14.

「空想的・神話的・奇跡的要素」とされる記述がどれだけの範囲であるかは特定

しがたいが、神使の記述はそ の中に含まれると思われる。3

いくつか賓例をあげれば以下 のようなものがある。D.D.

コ ーサンビー氏 は、憚 尊が神通力でガンジス河を渡った という記述を「79

歳のと きに ガンジス河を泳いで渡っ た」こととして解祥 する。 コーサ ンビ ー著・

山崎利男詳 『インド古代史』岩波書店、1966 年、p.l68.

増谷文 雄氏 は、目連が憚尊と天眼と天耳 で法について談話し たことにを、「じっ

と心を澄 まして、眼を 閉じ れば、 世尊のお顔 がまぶたに浮か び、世 尊のお 馨が耳

の中 に 聞こえ る」こ と に解 憚する。 増谷 文雄 『増 谷文 雄著 作 集6 』角 川書 店、1981

年、pp.323-326.

宮元 啓一氏 は、 祥尊がウッ タラクルや天界に行っ たという記述について、「すば

らしい 健脚な人ならば一 日で往復が可能な」ところ に行って きたことに解祥する。

宮本啓一 『佛教かく始 まりき』春秋社、2005 年、p.162.
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が4、これには上記の見解に對するアンチテーゼとしての性格が認められ

る。

本論は、上記のいずれの立場にも組せずに、原始佛教聖典中に散見

される、主に憚尊や佛弟子や神々が行う、特定の定型句を伴う瞬間移動

の神使の記述に限定して、それが現賓にあり得るか否かの判定を目的と

はせず、その神愛に闘する情報を聖典から収集して整理分類し、表現の

ヴァリエーションを検討し、神愛の記述の賓態をとらえ、さらに将来的

な展望としてその神愛に付隨するイメージの愛遷・発展を明らかにする

ことを目指している。

なぜこのような試みが必要かといえば、神愛の記事は後世の付加と

してかたづけられ、それを含むか含まぬかで記事の新古の判定基準とさ

れることが多いと思われるが、神愛の記事の新古が着目されることは少

ないからである。「神愛の記述は最初期の記事には含まれない」といっ

た予断がたとい正鵠を得ていると仮定しても、それでは、神愛の記述が

入り込んだ以降の聖典の発展を跡付けることは全 くで きなくなってしま

う。

本論で取り上げるのは、「あたかも力ある人が曲げた腎を伸ばすか、

伸ばした背を曲げるように」という讐喩を伴って表現される瞬間移動の

記述である。

2 。定型句「あたかも力ある人が曲げた腎を伸ば
すか、伸ばした腎を曲げるように」

4 水野弘元氏 は、「今［］の新興宗教で も、そこにはい かがわしい 迷信的 要素をもっ た

ものもあ るかも知れないが、とにかく常人に得ら れない 不思議な霊力 が行使 され

る場 合が少なくない。 拝尊に闘する神通奇蹟には、甚 だしい 誇張や後世 の創 作も

混じているであ ろうが、 それで も佛陀に具 わってい た三明 六通という よう な智 慧

の力 はこれを否定することはで きない」 とする。 水野弘 元 『原始佛教』 サーラ叢

書4 、平楽年 書店、1956 年、p.232。

渡逼 照宏氏 は「自分の常識で理解で きるこ とだけ を事責として取 り上げ、 それ

以外 のものを切り捨てるというので は宗教文學 はわかり ません」 と述 べる。 渡逼

照宏 『新科尊傅』、ちく ま學芸文庫、2005 年、p.238.
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聖典中には「力ある人」を主語とする定型句による讐喩表現が数多

くあるが≒その中で佛や佛弟子が行う瞬間移動の記述のほとんどに「あ

帽

seyyathapibhikkliavebalavapurisodubbalataiampurisamsisevagalevakhandheva

gahetvaabhinigganheyyaabhinippileyyaabhisantapeyya,evameva

あ た か も力 あ る 人 が 非力 の 人 の 頭 や 首 や 肩 を と ら え て 、 抑 え、 押 さ えっ け 、 砕

く よう に 、 まさ にそ の よ う に （ 歯 に 歯 を 置 き、 舌 で 顎 を 圧 し 、 心 で 心 を抑 え、 押

さ えっ る）。MN.020'Vitakkasanthana-s.'vol.I,p.121 な ど。seyyatliapiaggivessanabalavapurisotinhenasikharenamuddhanamabhimantheyya,evameva

あ た か も力 あ る 人 が 鋭 い 剣 で 頭 を 切 り 裂 く よ う に まさ に そ の よ う に （ 止 息 縁

を行 う菩 薩 の 頭 を す さ ま じ い 風 が 切 りつ け た） 肛V.036'Mahasaccaka-s.'vo 目 、p.243

な ど。seyyathapiaggivessanabalavapurisodalhenavarattakkhandenasisesisavethamdadeyya,evameva

あ た か も力 あ る 大 が 堅 固 な 革 紐 を も っ て 頭 に ター バ ン を巻 き つ け る よう に （止

息 譚 を 行 う菩 薩 に 頭 痛 が 生 じ た) 訂Nm6'Mahasaccaka-s.'vol.I,pp.243-244 な ど。seyyathapiaggivessanadvebalavantopurisadubbalatarampurisam.nanabahasugalietvaangarakasuyasantapeyyumsamparit

卯eyyum,evameva

あ たか も二 人 の力 あ る 大 が 非 力 の 人 の 腎 をつ か んで 、 炭 穴 にお い て 焼 き 、 焦 が

す よ う に 、 ま さ に そ の よ う に （ 止 息 譚 を 行 う 菩 薩 に 焦 熱 が 生 じ た ）

訂Af.036'Mahasaccaka-s.'vol.I,p.244 な ど。 た だ し こ の 讐 喩 は ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン

が あ る。 げMTV.054'Potaliya-s.'vol.I,p.365 な ど。

そ の 他 に も 訂K035'C 哨asaccaka-s.'vol.I,pp.228-229 で は 裸 尊 を 議 論 で 論破 し

よう と す るサ ッ チ ャ カ が 、拝 尊 を論 破 す る 様 を以 下 の 替喩 で表 現 す る 。seyyathapillamabalavapurisodighalomikamelakamlomesugahetvaakaddheyyaparikaddheyyasamparikaddlieyya,evameva

あ た か も力 あ る 大 が 長 毛 の 羊 の 毛 を つ か んで 引 き、 押 し 、 引 き 回 す よ う に 、 ま

さ に そ の よ うに 。seyyathapinamabalavasondikakammakaromahantamsondikakilanjamgambhireudakarahadepakkhipitvakam

斗egahetvaakaddheyyaparikaddheyyasamparikaddheyya,evameva

あ た か も力 あ る 酒作 り 大 が 大 き な ふ る い を 深 い 貯 水 池 に入 れ て、 端 を も っ て 引

き、 押し 、 引 き回 す よ う に、 ま さに そ の よ う に。seyyathapinamabalavasondikadl!uttovalatnkannegahetvaodhuneyyaniddhuneyya
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た か も力 あ る 人 が 曲げ た 背 を 伸 ば す か 、伸 ば し た腎 を 曲 げ る よ う に 汗

の よ う な 短 時 回 の 問 に]] とい う 定 型 句 が伴 う6．

パ ーリ 文 で は 以 下 の 通 り で あ る 。so....

丿bhilddi追A)seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahamsamminjeyyaevamevabrahmaloke(B)antarahitomamapurato(C)paturahosi.

「 そ れ か ら 、そ の 比 丘 は(A) 、あ た か も力 あ る 人 が 曲げ た 腎 を 伸 ば す か 、

伸 ば し た 腎 を 曲げ る か の よ う に 、まさ に そ の よ う に 梵 天 界 にお い て(B)

nipphoteyya,evameva

あ た か も力 あ る 酒 漉 し 人 が 漉 し 器 の 端 を持 っ て 、 上 に ふ る い 、 下 に ふ るい 、 打

ち付 け る よ う に、 まさ に そ の よ うに 。

また 、町N.064'Mahamalunkya-s.'vol.1,p.435 に 五 下 分 結 を 断 つ 行 道 （ 四緑 ） を

もっ て 五 下 分 結 を断 つ こ と を 、 水 の 満 ち た ガ ンガ ー を力 あ る 人 が 腕 で 渡 る こ とに

喩 え て い る。seyyathapianandagaiiganadipuraudakassasamatittikakakapeyya,atliabalavapurisoagaccheyya:ahamimissagangayanadjyatiriyambahayasotamclietvasolthinapara

印gacchissamiti,sosakkuneyyagafigayanadiyatiriyambahayasotamchetvasottliinaparamgantiim,evamevakho

…‥

阿 難 よ、 あ た か も ガ ン ガ ー 河 が 満 ち、 ガ ラス が 飲 め る ほ ど に 水 が 岸 ま で 一 杯 で 、

そ こ に 力 あ る 人 が 「私 はこ の ガ ン ガ ー 河 の 流 れ を、 腕 で 横 切 り、 無 事 に 向 こ う 岸

へ 行 こ う 」 と や っ て 来 る とし て、 彼 は ガ ン ガ ー 河 の 流 れ を 腕 で 横 切 り 、 無事 に 向

こ う 岸 に至 る こ と が で き よう 、 まさ に そ の よう に 。6

た だ しFin 砂a'Mahakkhandhaka の ウ ル ヴ ェ ー ラ ・ カ ッ サ パ を 神 通力 で 降 伏 す る

憚 尊 の 記 述 な ど 、 こ の 定 型 句 なし に 郡 尊 や 佛 弟 子 が 長距 離 を 瞬 時 に 移 動 す る 記述

もあ る 。athakhobhagavauravelakassapassa

畑ilassacetasacetoparivitakkamafiiiayauttaraku-rumgantvatatopindapatamaharitvaanotattadalieparibhunjiU'atatth'evadivavihararaakasi

……（pp.27-28)

そ れ か ら 世 尊 は 結 髪 外 道 ウ ル ヴ ェ ー ラ迦 葉 の 心 の 所 念 を心 で 知 り、 ウ ッ タ ラ ク

ル に行 き、そ こ か ら鉢 食 を得 て、ア ノ ー タ ッ タ池 で 食 し 、そ こ で 昼 の休 息 を とっ たJuriivelakassapamjatilamuyy

〇'jetvayayajambuy'ayamjambudipopannayati,tatoplialamgahetvapatliamatararnagantvaagyagarenisldi.(p.3O)

世 尊 は 結 髪 外 道 ウ ル ヴェ ー ラ迦 葉 を 行 か せ て か ら 、 こ の ジ ャ ンプ 洲 の 名 の 由 来

と なっ た ジ ャ ン プ 樹 か ら賓 を得 て 、 先 んじ て障 り 、 火 堂 に坐 っ た。

－128 －



（44 ）

隠れ、私の前に（C ）出現した。」

この定型句のヴァリエーションは上記の下線部（A ）主語と、下線

部（B ）出蔓地鮎、下線部（C ）到達地鮎の語を入れ替えることで作ら

れる。

以降、この定型句を「腎の屈伸喩」と呼び、これを伴って記述され

る神使を「背の屈伸喩の神使」などと言い表す。

3 。資料

凡 例 と略 号

・ パ ー リ 資 料 につ い て はDighanikaya （DN. ）ヽ Majjhimanikava （MN ）.

ざamyuttanikaya （SN. ）、Ahguttaranikdva （AN. ）、 ノdana、Vinaya を 範

囲 と す る 。 た だ し 「4. 分 析 」 以 降 の 論 述 に お い て はこ の 限 り で は

な い 。

・ パ ー リ の 資 料 に 内 容 的 に 對 座 す る 漢 詳 資 料 は で き る 限 り 參 照 し て 資

料 に 含 め る 。 内 容 的 に對 座 し てい る が 腎 の 屈 仲 喩 を 伴 わ な い も の は

脚 注 に掲 げ る 。 梵 文 資料 に つ い て も、 網 羅 的 で は な い が 気 が 付 い た

も の が あ れ ば 同 様 に 扱 っ た 。

・ パ ー リ に 對 座 の な い 漢 詳 資 料 につ い て は、『中 阿 含 』『雑 阿 含 経 』 ま

で を 資 料 と し て 拳 げ 、『噌 壹 阿 含 経 』、 諸 漢 詳 律 蔵 の も の で パ ー リ に

對 座 の な い 記 事 は 資 料 と し て 網 羅 的 に 収 集 す る こ と は せ ず 、 必 要 な

場 合 に 「4. 分 析 」 以 下 に お い て 用 い る に と ど め た。『長 阿 含 経 』

につ い て は 、 パ ー リ に對 座 を 有 さ な い 腎 の 屈 伸 喩 を 含 む 資 料 が 見 出

さ れ ない 。

・ 出ft 鮎 と到 達 絣 に つ い て の パ ーリ と そ の 對 唐 経 の 差 異 は 脚 注 に 明 記

す る 。 特 に パ ー リ 資 料 につ い て は 主 語 や 移 動 の 出 費 鮎 と 到 達 黙 を 引

用 文 中 で 明 示 す る こ とが 困 難 な ケ ー ス が あ り 、 そ の よ う な 場 合 、 そ

の 情 報 は 見 出 し に 示 す の み か 、 脚 注 に 記 し た 。 引 用 文 中 に 明 示 さ れ

てい る 場 合 は 下 線 を 付 し た 。

・ 往 復 が 明 記 さ れ て い れ ば ⇔ で 示 し 、 往 路 の み で あ れ ば → で

示 し た 。 た だ し こ の 鮎 につ い て對 座 経 に 違 い が あ っ て も そ れ は 明 記
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せず、パーリ資料にもとづいて示した。

（45)

［1］人が人間界と三十三天とを行き束する。

［1-1］目連：東園鹿子母講堂7 ⇔ 三十三天MN

．031'Cu!atanhasarikhaya-s ブ（vol.!p.252 ）：athakho 郵四辺鎬mahamogga

旦anoseyyathapinamabalavapurisosaminjitamvabahampasareyyapasaritanivabahamsaminjeyyaevamevapubbarame

(pp.

）hoavasmamahamoggallano

bhasitamabhinanditvaanumoditvaseyyathapinamabalavapiiriso

samiiijitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsaminjeyyaevam

evam

ahosi.

『雑阿含経』505 （大正02p,133b-c ）:時尊者大目苑連。在署閣削山中

……女llブ］:・I:屈申（p,133c) 腎頃。於者聞晦は日没。至三十三天。去一

分陀利池不遠而住。……暖

『噌壹阿含経J019-003 （大正02p.594a ）:爾時尊者大 口健連即以神足。

如屈伸背頃。便至 三十三天o （p.594b）爾時目健連具説法已。

猶如十夫屈伸腎頃。従三十三天没不現。便乗至舎衛城祇樹給孤揚園。

至世尊所。

［1-2］目連：祇園 → 三十三天8

京0(vol.IVp.269):athakhoavasmamahamoggallanoseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahanisamminjeyya,evamevajetavaneantarahitodevesutavatimsesu

； パーリはこの時の目連 の所在を東 園鹿子母講堂とするが、『雑|呵含経』505は王舎城・

苦闘堀山に、『噌壹阿含経』019-003 は祇園とする。8

ここでは對恋経であ るかないかにかか わらず、 目連が 祇園から三十三 天に赴い て

神々に説法するという形式の ものを集めるSN.055-0 ＼S、SN.055-0 ＼9の對庖経であ

る『翻阿含経』507( 大正02p.l34c) は目連の所 在を明 記しないが「佛住王舎城

迦蘭陀竹園」とし、 また「時有四十 天子。来詣 尊者大目健連所」 とし て目連の移

動はない。
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paturahosi.

ぶA^.055-018vol.Vp.366)' ■athakhoavasmamahamoggallanoseyyathapinamabalavapunsosamminjitanivabaha

甲pasareyyapasaritamvaisamminjeyya,evamevaietavaneantarahitodevesutavatimsesupaturahosi..055-019(vol.Vp.367):athakhoayasmamahamoggallanopinamabalavapunso[samminjitamvabahampasareyyapasaritamvansaminjeyya,evamevajetavaneantarahitodevesutavatimsesupaturahosi

・]

「雑阿含経」506(大正02p.134b): 尊者大目健連。知四衆去已。即人 三昧。

如其正受。如大力士屈伸腎頃。従舎衛國没。於三十三天敗色虚軟石

上去波梨耶多羅拘毘陀羅香樹不遠而現。……(p.134c)尊者大口次連。

受世尊教。即人 三昧。讐m 力屈伸腎頃。従三十三天没。至閻浮提。

［1-3］祥尊：祇園 → 三十三天95/V.055-020

（vol.Vp.367 トathakhobhagavaseyyathapinamabalavapLiriso[samniinjitanivabahampasareyyapasaritamvabahamnminjeyya,]evamevaietavaneantarahitodevesutavatimsesupaturahosi.

［1-4］祥尊（ナンダとともに）：祇園 ⇔ 三十三天I(Ia003-002(p.022):athakhobhagavaayasmantamnandambahayamga

丿hetvaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyyaevamevamjetavane

……… 訟agaviayasmantamnandambahayamgahetvaseyyatha[pinamabalavapurisamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabaham

］samminjeyya，nevamdevesutavatimsesuantarahitoietavanepaturahosi

9 對座する 「雑阿含経」1135 （大正02p.299b) は「 爾時有四十 天子……来詣佛所」

とする。1

叩噌壹阿含経j018-007 では祇園→香山→三十三天→地獄→祇園と移動する。
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『培壹阿含経』018-007 （:大正02p.591c ）:是時世尊即以神力手執難陀。

猶如力人屈伸腎頃。将難陀至香山上。……爾時世尊如屈伸腎頃。従
－

彼山不現。便至三十三天。……（p.592a）爾時世尊。便作是念。我
一

今宿以火滅難陀火。猶如力人屈伸腎頃。世尊右手執難陀腎。将至地

獄中。爾時。地獄衆生受若干苦悩。爾時。彼地……（p.592b）爾時-

［1-5］諸仙人：海岸の草庵 ⇔ アスラ王・サンバラの面前II5'Af.Oll-OOl-OlO

（vol.1p.227 ドathakhobhikkhaveteisayosilavantokalyanadhammaseyyhapiablpiminjimabahmpasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evamevasamuddatire

……liakhobhikkhaveteisayosilavantokalyanadhammasambasurindamabhisapetvaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsammifijeyya,evameva

m ・

［1-6］コーラヴィヤ王:クル國 ⇔ 三十三天（復路は帝秤天とともに）"

『中阿含経』130 「教曇禰経」（大正01p.619a-b ）: 高羅婆王聞已。猶如

力士屈伸腎頃。如是。高羅婆王於拘撲痩没。至三十三天。住天帝憚前。

白曰。拘翼。常知善住尼拘類樹王無果。亦不生果。於是。天帝憚及

高羅婆王。猶如力士屈伸腎頃。如是。天帝秤及高羅婆王。於三十三

11ブ ッ ダ ゴ ー サ は ア ス ラ 王 サ ン バ ラ(asurindaSambara) をVepacitti と 同 一 視 す る(SN

一atthakatha,vol.I,p.347 ）。「 ヴ ェ ー パ チ ッ テ ィ ・ ア スラ は 三 十 三 天 に 属 」 す る(tavatimsesudevesuvepacittasiiragata

） と さ れる の で （Sdrasahgaha ，ed.p.213 ； 浪花

宣 明 『サ ー ラ サ ンガ ハ 』 平 楽 寺 書 店 ，1998 年 ，p.378 ）， 便 宜 的 に こ れ を 三 十 三 天

に 分 類 す る。 對 座 経 の 『雛 阿 含 経 』1115 （大 正02p.294c ） と 『別 詳 雑 阿 含 経 』044

（大正02p.388a ） は 諸仙 人 の 移 動が 明 記 さ れ てい ない 。12

對 座 経 の^iV.006-005-054,vol.Ill,pp.369-370 は単 に 「 コ ー ラ ヴ ィ ヤ王 は 帝 程 天 に 近

……mi,iipasankamitvasakkarndevanamindametadavoca

）。
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天中没。至拘槍痩。去善住尼拘類樹王不遠住。天帝祥作如其像如意

足。以如其像如意足。化作大水暴風雨。作大水暴風雨已。

［2］人が人間界と梵天界とを行き束する

［2-1］ある比丘：梵天界 → 稗尊の面前13DN.on'Kevaddha-s.'

（vol.1p.222 ）:athakhosokevaddhabhikkhuseyyathapinamabalavapurisosaminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahamsaminjeyyaevamevabrahmalokeantarahitomamamr

長阿含経』024 「堅固経」（大正01p.102c ）:時比丘於梵天上忽然不現。

讐如壮士屈申腎頃。至舎衛國祇樹給孤狸園。来至我所。

［2-2］ 稗 尊 ： ウ ッ カ ッ タ ー ・ ス バ ガ 森 ・ サ ー ラ 樹 王1-4 → 梵 天 界 （バ

カ 梵 天 の と こ ろ ）MN.049'BralimanimantaNika-

ニsブ
（voLlp.326):athaklwahambhikkhavebakassabrahmunocetasacetoparivitakkamannayaseyyathapinamabalavapurisosaminjitamvabahampasareyya,pasa

血amvabahamjeyya,evamevamiikkatthayamsubhagavanesalarajamuleSV.006-001-004

（vol.1p.142 ）:athakhobhagavabakassabrahmunocetasacetoparivitakl

（amannayaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritan:vabahanisammmjeyya,evameva

1.1憚尊の所在はパーリでは不明。「長阿含経」024 は舎衛國祇樹給孤 糊園とする。|

“鐸尊が悪見（常見）を生 じたバカ梵 天のもとを訪れる記事はパーリ にも複敷あるが、

訂W.049 では祥尊が祇 園にいた時に諸比丘にそれを過去のこととして語り、その時

の所在をウッカッ ターとする。&V.006-001-004 の記述では憚尊が祇園 にいた時のこ

ととする ように讃める。 なおJataka405 ‘Bakaぎvol.Ill,p.359 も同 様に祇園とす

る。『中阿含経』078、『別詳雑阿含経』108 も祇園 とする。 なお 本文に掲げ た資料

の他に 『郭阿含ISJ1195( 大正02p.324b ） も對悳経であるが、「爾時世尊知 婆句

梵天心念已。人於三昧。如其正受。 於王 舎城没。 住梵 天上。 婆句梵天遥 見世 尊而

説偶言」として腎 の屈 仲喩がないため、資料から除く。こ れは憚 尊の所在を「王

舎城・迦 蘭陀竹園」とする。
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『中阿含経078 「梵天請佛経」（大正01p.547a ）:於是。世尊以他心智。
一

知彼梵天心之所念。即人如其像定。以如其像定。猶若力士屈申腎頃。

於舎衛國勝林給孤狸園。忽没不現。往梵天上。

『別訳部阿含経』108（大正02p.412b-c ）:一時佛在舎衛國祇樹給孤狸園。

……爾時世尊。知婆迦梵心之所念。如来爾時。暫如壮士屈申腎 頃I。

尋即往彼婆迦梵宮。……爾時世尊。鶏婆迦梵。説種種法。示教利喜。

尋復於彼没還祇厄。

［2-3］祥尊、口連、大迦葉、マハーカッピナ、阿那律：祇園 ⇔ 梵天界155'A'.006-001-005

（vol.1pp.144-145 ドathakhobhagavE いassabrahmunocetasacetoparivitakkamafinayaseyyathapinamabalavapurisosamminjitan:vabahampasareyyapasaritamvabahanisamminjeyya,

evameva

'「̂部阿営経11% （大正02pp.324c-325b) では「 鮒時。 世尊知 彼梵天心之所 念。

即人三昧。如 其正受。 於舎 衛國没。 現梵 天宮。常 彼梵 天頂上」 などとしてお り、

拝尊につづいて梵 天界に赴くア ンニ ヤー タ＝コ ンダンニ ヤ・摩詞迦葉 ・舎利 弗・

目連にお いて も同 様の 記述であ る。腎 の屈仲喩がない。『別騨郭 阿含経』109( 大

正02p.412c ） も同様に「爾時世尊。 人於三昧。従 関浮提没。現 於梵頂 虚空中坐」

などとする。 なお ここではつづく佛弟子 はコンダンニ ヤ・摩医 迦葉・目連. 阿那

律である。
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bahampasareyyapasaritamvabahamsammiiijeyyaevamevamjetavane

… ……bhagavabrahmanamsamvejetvaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahanisamminjeyya,evamevamtasmim

［2-4 ］ シ キ ン佛 （ ア ビ ブ ー 比 丘 と と も に）： 王 都 ア ル ナ ヴ ァ テ ィ ー ⇔

梵 天 界16SV.006-002-004

（vol.1p.155 ）:athakhobhikkhavesikhi 」bhagavaarahamsammasambuddhoabhibhucabhikkhuse50'athapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,

evameva

ahesulnl.‥‥‥（p.157 ）athakhobhikkhavesikhicabhaavaarahamsammasambuddhoabhibhucabhikkhubrahmanancabrahmaparisancabrahmaparisajjecasamvejetvaseyyathapinama[balavapurisosamminjitanivabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyva,ahesum.

［2-5］目連：祇園 ⇔ 梵天界17

・seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,1vabaharnsamminj

心

… ……lakhoayasmamahamoggallanotibhmbhasimbhididitvseyyathapinamabalavapurisosamminjitanivabahampasareyya,pasaritamvabahanisamminjeyya,evan!evabrahnialokeantarahitojetavanepaturahositi

1(1漢 詳 に對ii が 見 出 さ れ ない 。17

漢 詳 に對 團 が 見 出 さ れ ない 。
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［2-6］目連：者m 削山 ⇔ 梵天界18007-006-053(vol.IVp.075)

・athakhoayasmamahamoggallanoseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,1vabahamsamminj

皿

………m 赳益n迢mahamoggallanotib;ahm

珀bhi 印bhindiimdiseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahanisamminjeyya

，evamevabrahmalokeantarahito

［3］人が人間界と浄居天とを行き束する

［3-1］祥尊：ウッカッター・スバガ林・サーラ樹王の下19 → アヅイハ

（無造）天2(1

£N.Q ＼'^'Mahapadana-s.' （vol.11p.050 ）:athakhoahambhikkhaveseyyathapinamabalavapurisosamminjitanivabahampasareyya

，msamminjeyya,evamevaukkatthayamsubhagavaneMa

肋vadanasutra' （pp.158-162 ）:訟二hamtadyathabalavanpurusahsammmjitamvabahumprasarayetprasantamvasamminjayedevam

… …so'ham-

tadyathabalavanpuru 卵hsaniminjitamvabahumprasarayetprasaritam

18漢 詳 に對 團 が 見 出 さ れ な い。

肩a/avadanasutra は ジ ャ ンプ 州。『長 阿 含 経 』001 は 「 羅 開 城 ・香11 削 山 」。『昆 婆

戸 佛 経』 は 「王 舎城 七 葉 巌 澄 」。20

パ ー リ,M 涌avadan αsutra、『長 阿 含 経 』001 は み な 同 様 に 祥 尊 が 最 初 に 至 る 天 をAviha(Avrha

、無 造 ） 天 と す るが 、『毘 婆 戸佛 経 』 の み 「 善現 天」(Sudassa ） と する 。

なお 祥 尊 はこ の 後 、 パ ーリ で は ア タッ パ→ ス ダッ サ→ ス ダ ッシ ン→Sudrsa;Sudassa

ア カニ ッ タ天 に 「近 づ く」（upasai'ikami)。『毘 婆 戸佛 経 』 に お い て は善 現 → 善 見→

色 究 竟 天 に 「往 」 く 次 第 が示 さ れて い る 。 そ こで は腎 の 屈 伸 喩 は 用い ら れ ない 。:iTheMahavadanasutra,ANewEditionBasedonManuscriptsDiscoveredinNorthernTurkestan,editedbyTakamichiFukita,SanskritWorterbuchderbuddhistischenTexteausdenTurfan-Funden,Beiheft10,2003.
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（52 ）vasaniminjayedevamevahamabrhakayikabhirdevatabhihsardhamatapakayikabhirdevatabhihsardhamsudrsakayikabhirdevatabhih-sanakayikabhirdevatabhihsardhamsudarsanedevanikaye

『長阿含経』001 「大本経」（大正01p.10b ）:我自思念。昔一時於羅閲-

城者闘嘱山……我欲至無造天上。時我如壮士屈伸腎頃。於此間没現

於彼天o ・・・・・・讐如力士 屈伸腎頃 我以神足 至無造天

『毘婆戸佛経』（大正01p.l58b-c ）我於一時在王舎城七葉巌逞。……我

於彼時人三摩地。如大力士展腎之間。至善現天o ・・・・・・無上二足尊

而人三摩地 速運大神通 離彼閻浮界 束至善現天 讐如大力士

速展於手腎 刹那到此間

［4］ 六 欲 天 の 神 が 天 界 と人 間 界 と を 行 き来 す る 。

［4-1］ ヅ イ ッサ カ ン マ ： 三 十 三 天 → マ ハ ー ス ダ ッ サ ナ 王 の 面 前22DN.On'Mahasudassana-s.'

（vol.11pp.180-181):evambhaddantavatikhoanandavissakammodevaputtosakkassadevanamindassapatissutva,seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabaha

印samminjeyya,evamevadevesutavatimsesu

法顕訳「:大般涅槃経」（大正01p,201c ）:時天帝憚。知王心念。呼一天

子。名毘首建磨……彼天奉勅即便束下。猶如壮士屈伸腎頃。到閻浮

提。常王前立。

［4-2 ］ 帝 祥 天（パ ンチ ャ シ カ を 伴 う ）:三 十 三 天 → マ ガ ダ・王 舎 城 の東・

ア ン バ サ ン ダ ー婆 羅 門 村 ・ ヴ ェ ー デ ィ ヤ 山 の ふ も と の 村 の 北 ・ イ

ン ダ サ ー ラ 窟DN.021'Sakkapaiiha-s.'

（vol.11p.264 ）:athakhosaklcodevanamindo

pur:akkliato.seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabaham

2叩 長阿含経』「遊行経」（大正01p.23a ）は「時第二切利妙 匠天子獣自思念。 唯我 能

堪典善見王起正法殿。阿難。 時妙匠天造法殿」 とするのみで、移動の記事がない。
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（53 ）pasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evamevamdevesu

『長阿含経』014 「憚提桓因門経」（大正01p.062c): 時祥提桓因。磨利

諸天及般遮翼。於法堂上。忽然不現。讐如力士屈伸腎頃。至摩蝸國

北毘陀山中。

『帝祥所問経』（大正01p.246b 卜 爾時帝憚天主。典五馨乾閔婆王子及彼

天衆。従彼天没。讐如力士屈伸腎頃。即到摩伽陀國毘提く(ぐ山側。-

『中阿含経』134 「憚問経」（大正01p.633a ）:於是天王拝及三十三天五

結楽子。猶如力士屈伸腎頃。於三十三天忽没不現。已住摩蝸陀國。

王舎城東楸林村北哨陀提山。

［4-3］帝祥 天23: 三十三天 ⇔ ニミ王の面 前

訂yV.083Makhadeva-s.' （vol.11p.079 ）:athakhoanandasakkodevanamindoseyyathapinamabalavapurisosammiiijitamvabahanipasareyyapasaritamvabahanisammiiijeyya,evamevadevesutavatimsesu

…… （sakkodevanamindonimissarannoadhivasanamviditvaseyyathapinamabalavapurisosamifijitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsaminjeyyaevamevanimissaraniiomukheantarahitodevesu

皿

『中阿含経』067 「大天捺林経」（大 正01p.514b-c): 爾時 。帝鐸 猶如力

士屈中腎 頃。於三十三天上忽没不現。已束至此尼禰 王殿。……時。

尼禰 王鳥天帝祥獣然而受。於是。帝仰知尼哺王獣然受已。猶如力士

屈申腎 頃。於尼筒王殿忽没不現。已還至彼三十三天。

『増壹阿含経』050-004（大正02p.809b): 窮鼻尼受教便下 。I如人屈伸腎頃。

忽然在王殿前o ・・・・・・天女便還白天帝曰。已達宣 命。

23『培壹阿含経』050-004 で は帝祥天が「窮鼻尼」 という 天女をニ ミ（荏）王 のもと

に遣 わし この天女の移動に腎 の屈伸喩が用いられている。 なお 「窮鼻尼」は ‾極

端正」の意であ ると割註があるが、 原語の特定はできない。
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［4-4 ］ ヴ ェ ッ サ ヴ ァ ナ 大 王 ： マ ヒ サ ヴ ァ ッ ト ゥ ・ サ ン ケ ッ ヤ 山 ・ ダ ヅ ア

ジ ャ ー リ カ ー → 三 十 三 天24

帝 稗 天 ： 三 十 三 天 → マ ヒ サ ヴ ァ ッ ト ゥ ・ サ ン ケ ッ ヤ 山 ・ ダ ヴ

ァ ジ ャ ー リ カ ー25^A^.008-001-008

（vol.lV62 ）athakhovessavanomaharajaseyyatha

● 皿 ㎜I ・二●● ㎜ 皿 ㎜ ㎜●pinamabalavapunsosamminjitamvabahampasareyyapasantamhamsamminjeyya,evamevamahisavatthusmimsamkheyyake

(p.163)athakhosakkodevanamindoseyyathapinamabalavapuriso

・"●■ 皿 －w 四■ －m ●〃●sammmj】tamvabahampasareyyapasaritamvabahamsammifijeyya,

evameva

［4-5］給孤狗天子（兜率天子）：兜率天 → 祇園の祥尊の面前26

『雑阿含経』593 （大正02p.I58b ）:時給孤濁長者疾病命終。生兜率天。

篤兜率天子。……女口力士屈申腎頃。於兜率天没。現於佛前。

［5］梵天が梵天界と人間界とを行き来する

［5-1］大梵天：梵天界 → 菩提樹下のヴィパッシン佛の面前27DN.014'Mahapadana-s.'

（vol.11p.37 トathakhombhikkhavemahabrahmaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabaham

21こ れは 四 大 王 天 が 人 間界 か ら 三 十三 天へ 移 動 す るヶ － ス で あ る が 、こ こ に 分 類 し て

お く。

回 旋詳 に 對 庶 が 見 出 さ れな い 。Ib

『別mm 阿 含 経 』187 （:大正02p.441c ） は 「 身壊 命 終 。 得 生 天上 。 既 生 天 上 。 尋 還

佛 所。 須 達 天子 光 色 倍 常 。 照 于 祇 疸。 悉 皆 大 明 」 と し て 、iW.002-002- 〇10,vol.1,p.055

はimambhikkliaverattimannatarodevaputtoabhikkantayarattiyaabhikkantavannokevalakappainjetavanamobhasetvayenahamten'upasaiikami

と す る の みで 、 両 者 と も

に 背 の屈 伸 喩 を 出|さ ない 。27

こ れ は ヅ イパ ッ シ ン佛 へ の梵 天勧 請 で ある 。『毘 婆 戸 佛 経』（大 正01p,l56c ） の 記

述 は 「 時 毘 婆 戸 佛 既 成 道已 。 即 作 是 念。 我 於 何 處先 妻 説 法 利 益 有情 」 と し て 梵 天

勧 請 の 件 なし 。Mahavadanasutni の 記 述(p.144 ） も梵 天勧 請 の 件 を 含 ま ない 。
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（55 ）pasareyya,pasaritanivabahamsamminjeyyaevamevabrahmaloke

心 。

『長阿含経』001 「大本経」（大正01p.8b): 時梵天王知毘婆戸如来所念。

……讐如力士屈伸腎頃。従梵天宮忽然束下。立於佛前。

［5-2］大梵天:梵天界2゛ → 王都バンドゥマティー・ケーマ鹿園（槃頭城・

鹿野園）にいたヴィパッシン佛の面前29DNmAMahapadana-s

ブ（vol.11pp.46-47 ）:athakhobhikkhaveannataromahabrahmavipassissabhagavatoarahatosammasambuddhassacetasacetoparivitakkamanfiaya,seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahamsamminjeyya.evameva

m ……… ｜mamacetasocetoparivitakkamanfiaya,seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahamsamminjeyya,1evabrahmalokeantarahitomamapuratopatiirahosir

長阿含経』001 「大本経」（大正01p.10a ）:時。首陀會天知如来心。

讐如力士屈伸腎頃。従彼天没。忽然至此。於世尊前。……El］禧佛足。

忽然不現 。還至天上。

［5-3］サナンクマーラ梵天：梵天界 → マハーゴーヴ インダ婆羅門の

面前30

28『長 阿 含 経J001 で は 大 梵 天 で は な く 、 浄 居( 首陀 會 ） 天 と な っ て お り、 浄 居 天 が

浄 居 天 か ら 降 り る、Mahavadanasiitva の 記述 （p.152) も 同 じ。29

大 梵 天 が ヅ イパ ッ シ ン 佛に 、弟 子 が 遊 行 に出 るこ と の 許 可 を 願 う。Mahavadunasutra

の 記 述(p.152)athadevatahsuddhavasesthitastasyacetasasittam 両nayabhagavantamavocan

と 『ヽ毘 婆 戸 佛 経』 の 記 述 （大 正01P.157c ）「 於 虚 空中 有一 天 子 。 知佛 心 念 。

告 毘 婆 戸佛 言 」 は 、 腎 の 屈 伸喩 を含 まな い 。.10

『長 阿含 経 』003 「 典 尊 経」（大 正01p.032b ）「 時 梵 天王 。 即化 鳥 童 子 。 五 角 馨。 在

典 尊 上虚 空 中 坐 」、『大 堅 固 婆 羅 門 縁 起 経 』（大 正01p.211a) 「 爾 時 大 梵 天 王 。 現

光 未 久。 従 北 而 束 虚 空 中 住。」 は 腎 の 屈 伸 喩 を 含 ま な い 。Mahavastu,ed.by も。
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（56 ）

DM019'Mahagovinda-s.'(vol.11pp.239-240 ）:athakhobhobrahmasanamkuniaromahagovindassabrahmanassacetasacetoparivitakkamaiinaya,seyyathapiliamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya

，pasaritamvabahamsamminjeyya,evamevabrahmaloke

［5-5］ サ ハ ン パ テ ィ 梵 天 ： 梵 天 界 → ア ジ ャ パ ー ラ ・ニ グ ロ ー ダ 樹 下

の 祥 尊 の 面 前31MN.026Ai'iyapariyesana-s

ブ(vol.1p.168 ）:athakliobhikkhavebrahmasahampatiseyyathapinamabalavapurisosaminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamiiijeyya,evamevambrahmaloke

訂A^.085'Bodhirajakumara-s.' （vol.11p.091 ）:［athakhorajakumarabrahmasahampatiseyyathapinam"isosamifijmbmpasareyyapasaritamvabahamsaminjeyya

，evamevabrahmalokeW.006-001-001(

大

四 四 ● ●i1●namabalavapurisosammin」ltamvabahampasareyyapasantamvabahamsamminjeyya,evamevambrahmalokeantarahitobhagavato

七'va'Mahakkhandhaka'

（ □ ）khobrahmasahampatiseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evamevabrahmalokeantarahitor

噌 壹 阿 含 経 』019-001 （ 大 正02p.593b)If 時 梵 天 在 梵 天 上 。 遥 知 如 来-

Senart,Pari,1882-97.vol.|、pp.210-21］も同じ。.11

祥尊への梵 天勧請の記述をここ に集める。資料によっ ては群尊の所在をアジャパー

ラ・ニ グローダ樹下としないが、特 に注記はしない。32

これに對團 する 『中阿含経』204「羅摩経」（大正01pp 、775c-778c） には梵天勧請

の件が欠落し ている。33

繰 り返しのため、ここは刊本 に省略されている。
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所念。猶如士夫屈伸腎頃。従梵天上没不現。束至世尊所。

（57 ）

［5-6］サハ ンパティ梵天：梵天 界 → アジャパーラ・ニグローダ樹下

の程尊の面前34

タAf.047-018（vol.Vp.167 ）:athakhobrahmasahampatibhagavatocetasacetoparivitakkamannayaseyyathapinamabalavapurisosamniinjitam

－ 一 一 －● 一 － ●~●vabahampasareyyapasantamvabahamsammmjeyya，evameva

（ ト 七mamacetasacetoparivitakkamaniiaya

，seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasantamvabahamsammmjeyya,Tievabrahmalokeantarahitomamapuratopatiirahosi

『雑阿含経』118卵（大正02p.322b): 爾時娑婆世界主梵天王。知佛心念已 。

讐如力士屈 伸腎頃。於梵天没住於佛前。

『別訳雑阿含If:102 （大正02p.410b): 時梵主天o 遥知如束心之所念。

讐如壮士屈申腎頃。束至佛所。

「(101) 雑阿含経』(大正01p.494b): 梵便知我所念。讐如健人中腎川復申。

梵如是従天上止我前。

ふ7 ］サハンパテ ィ梵天：梵天界 → アジ ャパーラ・ニグロー ダ樹下

の稗尊の面前MlW.006-001-002

（ □ 卜brahmasahampatibhacetasacetoparivitakkamannayaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahanipasareyyapasaritamvabahanisamminjeyya,nevambrahnialokeantarahitobhagavatopuratopatiirahosi

.ijこれは憚尊に「四 念處は一乗道である」との考えが 浮かび、それを梵天が是とする

とい う内容であ る。

『゙雑阿含経J607(: 大正02p.l71a ）には梵天が登場しないが、同じく四念處を「一

乗道」とする説法である。M<

こ れは祥尊に［尊敬する もののない生活は苦 である。私は自らが畳っ た法を尊敬し

て住もう］との考えが 浮かび、これを梵 天が是とするとい う内容である。
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(58 ）/lA?.004-003-021

（vol.npp.20-21 ）:athakhobhilddiavebi ニalimas血
迎 面mamacetasacetoparivitakkamnaya,seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,1evabrahmalokeantarahitomamapuratopaturahosi

『雑 阿 含 経 』1188 （大 正02p.322a ト 爾 時 娑 婆 世 界 主梵 天王 。 知 世 尊 心

念 已 。 如 力 士 屈 伸 腎 頃 。 従 梵 天 没 住 於 佛 前 。

『別 訳 雑 阿 含 経 』101 （ 大正02p.410b ）: 時 梵 主 天 。 讐 如 壮 士 屈 申 腎 頃。

束 至 佛 所 。

［5-8］サハンパテイ梵天：梵天界 → アジャパーラ・ニグローダ樹下

の憚尊の面前37SN.04S-057

（vol.Vp.232 ）:athakhobrahmasahampatibhagavatocetasacetoparivitakkamafinayaseyyathapinamabalavapurisosamininjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evameva

［5-9］サハンパティ梵天：梵天界 → チャートゥマー・アーマラキー

林の憚尊の面前38MN.067'Catuma-s

ブ（vol.1p.458 ）:athakho 址油m 洽 血ampatibhagavatocetasacetoparivitakkam!annayaseyyathapinamabalavapurisosaminjitamvabaha

平|pasareyyapasaritamvabahamsaminjeyyaevamr

増壹阿含経』045-002（大正02p.771a ）:是時梵天王。知如束心中所念。

猶如力士屈伸腎頃。従梵天没。来至如来所。

『舎利弗摩詞目連遊四街経』（大正02p.860c ）:於時梵天忽然爽下。即

住佛前。

37こ れは拝尊に［五 根を修習すれば不死 に究竟する］との考えが浮かび、こ れを梵天

が是とする とい う内容である。漢詳に対座が見出せない。38

拝尊の所在を『増壹阿含経』045-002 は「 祥麹・闇婆梨果 園」汀遊四衝経』は「祥氏・

舎夷 阿摩勒槃樹 園」とする。
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（59)

［5-10］サハンパティ梵天：梵天界 → 舎衛城のブラフマデーヴア長

老の母の家39W.006-001-003(biahmasahampatiseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritanitlsamminjeyya,evameva

乃brahmalokeantarahitoayasmato

［5-11］Paccekabrahman （Subrahmau とSuddhavasa ）: 秤 尊 の 面 前

→ 梵天界40.006-001-006(vol.1p.147):athakhosubrahmacapaccekabrahmaddh

匹hmblavaDuris

［samminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahamsamminjeyya, ］

evamevam

［5-12］サハンパティ梵天：梵天界 → カピラ城・大林・ベールヴァ

ラッティカー樹下の祥尊の面前

59「雑阿含脛」099( 大正02p.027c) は「時毘沙門天王。諸夜叉導ri。乗虚而行。 見

尊者浄天在 門外立。 又見其母手早飲 食。在中堂上供養祀火。不 見其子在外門立。］

とし、『別詳雑 阿含経』265( 大正02p.466c ）は「爾時毘 沙門天王敬 信梵天。即|S14f:

蚊夜叉之衆乗虚而行。見梵 天母祠祀於火不見其兄。唯見道人不謂己子。」とする。

また『雑阿含経』099 はブラフ マデーヴ ア(if-天卜 長老の母の所 在をミティラー{'1

締羅城） に、『別詳雑阿含経』265 は梵天長 老の母の所 在をチャンパ ー（轍波城）

とする。40Siibrahman

とSuddliavasaという名 の2 人のPaccekabralimanが憚尊を訪 問する件で

は 腎 の 屈 仲 喩 が 用 い ら れ ず、 単 に「 世 尊 に 近 づ い た 」(venabhagavaten'upasaiikamimsu)

と表現される。つづ いて2 人は「今は世尊 を訪 問するべ き時では

ない」 として他 の梵 天を誘うために再び梵天 界に戻るが 、そこで腎の屈伸喩が 用

いられている。漢詳では 『雑阿含経』日94（大正02p.324a-b ）が「時彼善梵 天別

梵天。善腎別梵 天往 詣佛所。稽首佛足。……4リ隠1此経巳。 彼諸梵天聞佛所説。 歓

喜隨喜。稽首佛足。即没不現。］として、『別詳雑 阿含経J107 （大正02p.4I2a-b ）

は「爾時二梵。説是 偶已。 束詣佛所。……二梵 聞法。歓喜頂 磯。 還於天宮」 とす

るのみで腎の屈伸喩 はない。なお 『雑阿含経』1194 の「善背別梵天」 の詳語から

はSubrahiimau ではなくSubahu とい う原語が想定される。
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(60)

SN.022-0^0(vol.lllp.O9 ドathakhobrahmasahampatibhagavatocetasacetoparivitakkamannayaseyyathapinamabalavapurisosamminjitam

㎜ 皿 －l ● 皿 皿 考-●vabaha甲pasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evamevam

『雑阿含経』272(大正02p.071c): 時大梵王。知佛心念。如力士屈伸背頃。

従梵天没。住於佛前。

[5-13］サハンパテ イ梵天：梵天界 → コーサラ・空閑無聚落處の憚

尊の面前41

『雑阿含経』!191 （大正02p.322c): 時娑婆世界主梵天王……讐如力士

屈伸腎頃。於梵天没住於佛前。

『別訳雑阿含経』104 （:大正02p.411a ）:時梵主天。即於彼没。讐如壮

士屈申腎頃。来詣佛所。

［6］浄居天が浄居天と人間界を行き来する。

［6-1］浄居天衆：浄居天 → カピラヴァットゥ・大林の祥尊の面前42DN.020'Mahasamaya-s.'

（vol.1!p.253 トathakhotadevataseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasai

・itamvabahamsamminjeyya,evamevaSLiddhavasesudevesuantarahitaSN.OO!-004-007

（vol.1p.026 ドathakhotadevatayoseyyathapinamabalavapurisosammifijitarnvabaha

叩pasai・eyya,pasaritamvabaham

■nminjeyya,evamevamsuddhavasesudevesuantarahitabhagavato

41『 別 詳 雑 阿 含 経 』104 は 揮 尊 の 所 在 を 「 阿 蘭 住 處 」 と す る。 な お 對m す る5^.006-002-003,vol.I,p.154

は 稗 尊 の 所 在 を マ ガ ダ の ア ン ダ カ ヅ イ ン ダldhakavinda)t.L

・^^IPi^athakliobrahmasahampatiabhikkantakantavannokevalakappamandhakavindamobhasetvavenabhagavaten'

』pasaiikami と 表

現 し て お り 、腎 の屈 伸 喩 を含 ま ない 。4

叩 大三 摩 惹 経J （ 大 正01p.258a ） は 「 爾 時 十 方。 復 有 鐸 梵 大威 徳諸 天 。 典 諸# 価 恭

敬 圖 桃。 身 色 端 巌 。 光 明 照 耀 。 来迦 胆羅 林。 詣世 尊 前。 頭 面 祀 足 。 住 立 一 面。 時

四 大梵 王 各 以伽 陀 而頌 佛 徳。」とし て 腎 の屈 伸 喩 を 含 ま な い。 ま た 浄居 天 で は な く、

梵 天と す る 。
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（61)

匹 ・

『長阿含経』019 「大會経」（大正01p.O フ9b）:時四浄居天。猶如力士屈

仲腎頃。於彼天没。至拝趨提迦維林中。

『雑阿含経』1192 （大正02p.323a ）:今日佛住迦毘羅衛國。如上廣説。

乃至供養世尊及諸大衆。我今富往各各讃歎。作是念已。讐如力士屈

仲腎頃。従梵天没住於佛前。

『別訳雑阿含経』105（大止02p.411b) 時梵身天。作是念已。即於彼没。

讐如壮士屈申背頃。来至佛所。

［6-2］チック天子（チック長者の死後）■無m 天（アタッパ天）'' →

巷羅聚落・巷羅林（マッチカーサンダ・アンバータカ・アーラーマ戸

『雑阿含経』575 ［大正02p.l53b ド 質多 羅長者 説此偶已。尋即命 終。

生於不煩熱天。爾時質多羅天子。……女日ブ］士屈伸腎頃。以天神力。

至巷羅林中。放身天光。遍照遊羅林。

［6-3］ハッタカ天子（HatthakaA!avaka 長者の死後）：無熱（アタッパ）

天 → 礦野精舎の穆尊の面前45

『雑阿含経』594 （大正02p.159a) ：礦野長者疾病命終。生無熱天。生

彼天已。即作是念。我今不庖久於此住不見世尊。作是念已。如力士

4叩 不煩 熱 天 」 とい う詳 語 はア ヴ イハ （無 煩 ） 天 か ア タ ッパ （無 熱 ） 天 の ど ち ら か に

對 庶 す る と思 われ る が 、 い ず れ を とる か 決 定 が困 難 で あ る 。 今 は 前者 を とる 。4

叩 巷 羅 聚 落 ・ 巷羅 林 」 はS/V.041.010,vol.IV,p.3O2 にお い て 標 尊 の 所 在 と さ れ て い るMacchikasanda

のAmbatakarama に 對IS す るで あ ろ う 、SNMl-OlO は チ ッ ク 居 士 の

命 終 で終 わる の で こ の 箇所 を 有さ ない 。

゛-4^003-013-125,vol.I,p.278 とr 別 詳 雑 阿 含 経』188 （ 大 正02p.442b ） は こ の 時

の 科 尊 の 所 在 を 祇 園 と す る。ノ4yV.003-013-125,vol.I,p.278 はathakhohatthakodevaputtoabhikkanlayarattiyaabhikkantavai

μnakevalakappamjetavanamobhasetvayeiiabhagavaten'upasaiikami

とし 、r 別 詳 雑 阿 含 経』188 の 記述 は 「 時首 長 者如 来 去後 。

尋 於 其 夜 。 身 壊 命 終。 生 無 熱 天 。 既 生 天 已 。 即 作 此 念 。 我 於 今 者 。 悳 往 佛 所 。 作

是 念 已 。 尋 来 佛 所 。 光 色 倍 常。 照 于 祇 疸 。 悉 皆 大 明 」 とす る の み で 、 腎 の 屈 伸 喩

を 含 ま ない 。

ま た パ ーリ で は ハ ッ タ カ 天子 は、ア タ ッパ （無 熱 ） 天で はな く、ア ヅ イハ （aviha

無 煩 ） 天 か ら降 りて く る 。

- no －



（62 ）

屈申背頃。従無熱天没。現於佛前。

［6-4］浄居天：浄居天 → サールハ長老の面前46VinayaSattasatikakkhandhaka'

（vol.11p.302 ）:athakhoannatarasuddhavasakayikadevataayasmatosalhassacetasacetoparivitakkamafinayaseyyathapinamabalavapurisosammifijitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsammifijeyya,evamevasuddhavasesu

［7］ 人 が 地 上 を 行 き 来 す る

［フー1］ ヴ ィ パ ッ シ ン 佛 ： 菩 提 樹 下 → 王 都 バ ン ド ゥ マ テ ィ ー ・ ケ ーマ

鹿 園47-DA^.014'Mahapadana-s.'

（vol.11p.040):athakhobhikkhavevipassibhagavaarahamsammasambuddho,seyyathapinamabalavapuriso

●i●■samminjitamvabahanipasareyya,pasantanivabahamsamminieyya,

evamevakho

『長阿含経』001 「大本経」（大正01 。8c）:於是世尊。如力士屈伸腎頃。p_

於道樹忽然不現。至槃頭城槃頭王鹿野苑中。

46『四分 律 』［七 百 集法 毘 尼 ］（大 正22p.970c ） は 「 時 婆 捜 村 有 長 老 在 道 行 。 … … 便

知 波梨 國比 丘 是 法語 。波 夷那 比 丘 非 法 語。時 有天 不 現 身 而讃 言 。善哉 善 男 子 。」と し、

『五 分 律 』「 七 百 集 法 」「大 正22p.l93a-b) は 「 其 船 中 伴 有 一 持 律 比 丘 名 沙 蘭 。 宿

褐 思惟 。 践香 比 丘為 如 法 不 。 即 依 諸 経律 察 其所 為 。 為 不 如 法 。 時 空 中 神 三 反 唱 言。

如 是如 是 。］ と し 、『十 誦律 』「七 百 比 丘 集 滅悪 法 品」（大 正23p.452a-b) は 「 爾時

長 老 沙 羅 。 住 毘 耶 離 國。 … …方今一 樹 下敷 尼 師檀 坐 観 所 誦 法 。 …… 女日是 観已 。 知 毘

耶 離比 丘 不 是 。知阿 槃 提 達哉 那 婆多 國諸 客 比 丘 是。是樹 林 中 有 神 天 。合 手向 沙 羅 言。

如 是如 是 長 老 。」 と し てお*) 、 こ れ ら はい ず れ も 天 の移 動 の記 事 を 有 さ ない 。''^Mahava

心nasutra （p.146) はathavipasyisamyaksambuddhobodliimulamyathabhi-ramyamvilirtyavenabandhumatir

司adliamtenacaryamprakrantahvipasyisarayaksam-buddhobandhumatimrajadhanimauupraptah

と し 、『毘婆 戸経 』（大 正01p.l56c) は

［ 時 毘 婆 戸佛 既 成 道已 。 ……I!|］」迫座 起 整 衣服 手執 庖 器 次第 行 乞 。 往 済 度 摩 城 。 詣 安

楽 鹿野 園 中 」 と し て 、 単な る 遊 行 と し て表 現 さ れ てい る 。
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[7-2 ］ 祥 尊 （ 比 丘 サ ン ガ と と も に ）： ガ ン ガ ー の 此 岸 → 彼 岸4SDN.Q

＼6'Mahaparinibbana-s.' （vol.11p.O89 ）:athakliobhagavaseyyathapinamabalavapurisosammifijitamvabahampasareyya,pasaritamvahamsamminjeyya,evamevamgaiigayanadiyaorimatireantarahitoUdana008-006

（p.090 ）:athakhobhagavaseyyathapibalavapurisosamminjitamvabahampasareyya,pasaritamvabahamsamminjeyya,

evameva

Vinaya'Bhesajjakkhandhaka' （vol.1p,230 ）:disvanaseyyathapinamabalavapurisosamminjitanivabahampasareyyapasaritamvabahaniTuiiifijeyya,evamevagangayanadivaorimatireantarahitoparimatire

『長 阿 含 経 』002 「 遊 行 経 」（大 正01p.012c ）: 爾 時 世 尊 俳 諸 大 衆 。 讐 如

力 士 屈 伸 腎 頃 。 忽 至 彼 岸 。

［7-3］目連：不明 → 祇園の阿那律の面前49.052-001(vol.Vp.294)

■athakhoayasmamahamoggallanoayasmaanuruddhassacetasacetoparivitakkamafinayaseyyathapinamabalavapurisosammiiijitanivabahampasareyyapasaritamvabahamimiinjeyya,evamevaayasmatoanuniddhassasammukhepaturahosi

''"Ma/aparinin>anasutra で はathabhagavamstadrupamsamadhimsamapaimoyathasa-mahitecitte'parimetire'ntarhitahparimetirepratyasthat

と ，r 根 本 有 部律 雑 事 』（大

正24p.385b ） で は 「 世 尊 見 已 作 如 是 念。 我 今 為 常 安 歩 中 流 水 上 而 去 。 為 以 神 力

従 此 岸 没 於 彼 岸 出。 即 入勝 定 隨其 所 念 。 井 諸 芯 匍 此没 彼 出。］ と さ れ， 神 使で はあ

る が 異 な る表 現 が 用 い ら れ て いる 。cf.ErnstWaldschmidt,DasMahaparinirvdnasutra,TeilU,Berlin,1951,p.l58.

゛SN.052-001,002 で は 阿 那 律 の 所 在 が 舎 衛 城 ・ 祇 園 と さ れ る の み で 目連 の所 在 が示

され て い ない 。 し か し 『雑 阿 含経 』535 で は 目 連 が ヅ ア ツ ジ （践 祇 聚 落 バ ッ ガ の

誤 りか 白 の ス ン ス マ ー ラ ギ ラ （失 収 摩 羅 山） の ベ ー サ カ ラ ー （恐 怖 祠） 林 か ら，

舎 衛城 の阿 那 律 の も と に 至 る。
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［7-4］祥尊：祇園 → 東園鹿子母講堂の舎利弗の面前51/47V.002-004-005

（vol.1p.064 トathakhobhaga 且seyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamnjeyyaevamevajetavaneantarahitopiibbaramemigaramatu

［フー5］秤尊：香閣削山 ⇔ 寒林（SItavana）のソーナの面前52

iOこ の記事では「一時佛住舎衛 國祇樹給孤狸園。乃至尊者大 川建連問尊者阿那律」と
ー

「乃至」で日連がヴァッジから舎衛城・祇園に行く往路の記事が省略 されている。"r

中阿含経』021「等心経」（大正01p.449b ）は「諸等心 天去後不久。於是世尊往

至講堂比丘衆前」として祥尊 は神愛 を用い ずに祇園から東園鹿子母講堂に移動し

ている。52

過酷な修行を行 うソ ーナ・コーリ ーヴィサに憚尊が「弾琴喩」を語る。

『中阿含 経』123「沙 門二十 億経」（大正01p.612a ）「爾時。 世尊以 他心智 知。

尊者沙 門二十億心之所念。便告一比丘。汝往至彼。呼沙門二十億東」、『雑阿含経』254

（大 正02p.062b) 「爾 時 世 尊 知 二十 億耳 心之 所 念。 告 一 比丘。 汝 等 今往

二十億耳所。告言。世 尊呼 汝」、『四分律』「皮革筧 度」（大正22p.844b ）「佛 言。

喚東。 比丘受教。往守龍那所。語 言。世尊喚汝。守寵那 聞佛喚。即往佛所」 では

-
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^M006-006-055(vol.Illp.374):athakhot 血偏μ函□yasmatosonassacetasacetoparivitakkamannaya,seyyathapinamabalavapurisosamminjitanivabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,

evamevakho

心 … ……liakhobhagavaayasmantanisonamiminaovadenaovaditva,seyyathapiliamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya

，nevakhositavaneantarahitogijihalaitepabbatepaturahosiVinava

‘Cammakkhandhaka' （vol.1p.182):athakhobhagavaayasmatosonassacetasacetoparivitakkamannayaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahanipasareyyapasaritamvabahanisammiiijeyya,evamevagijjhakiitepabbateantarahitositavanepaturahosi

… ……athakhobhagavaayasmantamsonamiminaovadenaovaditvaseyyathapi.namabalavapurisosammifLJitamvabahampasareyyapasaritamva.1samminjeyyaevamevasitavaneayasmatosonassasammukhe

［7-6］祥尊：バッガ・スンスマーラギラ・ベーサカラー林・鹿野園 →

マガダ・カッラヴァーラムッタ村の目連の面前^/V.007-006-058(vol.lVp.O85

ドdisva,seyyathapinamabalavapuriso

●二●●samminjitamvabahampasareyya，pasantamvabahamsammmjeyya ，

evameva

匹 ・

『中阿含経』083 「長老上尊睡眠経」（大正01p.559c ）:世尊遥知。尊者
一

大目見連。 掲安静處宴坐思惟而便睡眠。世尊知已。即入如其像定。

祥尊がソ ーナを呼び寄せているので祥尊の移動はないr 五分律」「皮革法」（大正22p.146b

）は「世尊 便往到其所。 問二十億。」として祥尊は普通に移動している。

『堵壹阿含経』023-003( 大正02p.612a-b) 「爾時。世尊遥知二十億耳心之所念。

便騰 遊虚空。 至彼経行處。敷坐具 而坐。是時。尊 者二十 億耳前至佛所」 は神愛を

用いる黙ではパーリ と一致してい るが腎の屈仲喩がない。
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以如其像定。猶若力士屈申腎頃。従婆香痩恐山怖林鹿野園中忽没不

現。往摩蝸國善知識村尊者大目健連前。於是。世尊従定而容。

『離睡経』（大正01p.837a ）:彼時世尊知。尊者大目乾連。猫在静處経
一

行睡已。即如其像三昧正受。以三昧意。猶若力士屈申腎頃。世尊亦

如 是 。

大目乾連前

［7-7］祥尊：バッガ・スンスマーラギラ・ベーサカラー林・鹿野園 ⇔

チェーティ・パーチーナヴァンサダーヤの阿那律の面前^A^.008-003-030

（vol.IVp.229 ドathakhobhagavaayasmatoanuruddhassacetasacetoparivitakkamann

砂aseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,

evameva

ahosi‥‥‥‥（p.232）athakhobhagavaayasmantamanuruddhamiminaovadenaovaditvaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evamevacetisu

migadayepaturahosi.

『中阿含経』074r 八念経」（大正01pp.540c-541b 卜 世尊知已。即人如

其像定。以如其像定。猶若力士屈中背頃。如是世尊従婆奇痩胤山怖

是時。世

尊便従定覧。是時。世尊便従定……人如其像定。以如其像定。猶若

力士屈申腎 頃。如是。世尊従枝提痩水渚林中忽没不見。住婆奇痩晟

山怖林鹿野園中。

『阿那律八念経』（大正01p.835c ）:一時佛在誓牧山求師樹下。賢者阿

那律。在彼憚空滓中。坐思惟言。・……イ弗以聖心逆知其意。讐如力士
一

屈中腎頃。飛到其前。
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［7-8］ある比丘：ヴェーサーリー・大林重閣講堂 ⇔ ヴァッグムダー河畔

諸比丘：ヴァッグムダー河畔 → 大林重閣講堂の鐸尊の面前s^Udana003-003

（p.O26ドevamavusotikhosobhikMiuayasmatoanandassapatissutvaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya

，evamevamahavane

m ………'aniavusotikhotebhikkhutassabhikkliunopatissiitvasenasanampatisametvapattacivaramadayaseyyathapinamabalavapurisosamifijitamvabahampasareyyapasaritamvahamsamminjeyya,evamevarnvaggumudayanadiyatireantarahita

［7-9］稗尊：者闇||嘔山 ⇔ 王舎城・マッダタッチ・鹿野園のカッピナ

の面前54Vina

叩'Uposathakkhandhaka' 「vol.1p.105 ）
：athakho 肋旦g旦詣ayasmatomahakappinassacetasacetoparivitakkamannayaseyyathapinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritanilamsamminjeyya,evamevagijjhakutepabbateantarahito

ahosi‥‥‥‥athakhobhagavaayasmantammahakappina!dhammiyakathayasandassetvasamadapetvasamuttejetvasampahamsetvaseyyatha

5.1ヤソ ー ジ ヤ長 老 が500 人 の諸 比 丘 と と もに 祇 園 の 鐸 尊に 會 い に 来 る 。 客 比 丘 と薔 比

丘 が 會 っ て に ぎ や か に な り、 祥 尊 は ヤソ ー ジ ヤ ら を 追い 出 す。 拒 絶 さ れ た 彼 らは

ヴ ァ ッ ジヘ 遊 行 し て 、 ヴ ァッ グ ム ダ ー河 畔 で 雨 安 居 に 入 り 、 熱 心 に 修 行 し て 阿 羅

漢 果 を 得 る。 祥 尊 は 隨 意 の 間 舎 衛 城 に 住 し てか ら ヴェ ー サ ー リ ー ヘ 行 っ て 大 林 重

閣 講 堂 に 住 し 、 あ る 比 丘 を 遣 わし て ヴ ァ ッ グ ム ダ ー 河 畔 に い る ヤソ ー ジ ヤ ら を 呼

び に 行 か せ る が 、 そ の 比 丘 が 腎 の 屈 伸 喩 を伴 う神 雙 で 移 動 す る 。 そ し て呼 ば れ た

ヤ ソ ー ジ ヤら500 人 の 比 丘 も 神 愛 に よっ て ヴ ァ ッ グ ム ダ ー 河 畔 か ら大 林 重 閣 講 堂

へ 移動 す る 。54

『四 分 律』「 説戒 健 度」 の 記 事 で は鐸 尊 の 移 動 は者I≪)削 山 か らIsigiripassa-kalasila（ 仙

人 住處 黒 石 山 側 ） に で あ る。 な お 『五 分 律JT 布 薩 法 』（大 正22pp.l21c-122a ） は

「 爾 時世 尊 。 知 其 所 念。 於王 舎 城 没。 涌出 其 前 就 座」 とし て 腎 の 屈 伸 喩 を 欠 く。
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pinamabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritaniva

lamsamminjeyya,evamevamaddakucchismimmigadayeayasmato

『四分律』「説戒苑度」（大正22p.818b ）:爾時世尊。知長老大迦賓劣心-

中所念。讐如力士屈申腎頃。I従者開嘱山忽然不現。I乃在仙人住處黒

石山側。在迦賓劣前……時世尊以此因縁告迦賓心已。I讐如力士屈申

腎頃。没仙人住處黒石山。還香開ii 山。就座而坐。」

［フー10］目連：祇園 ⇔ マンダーキニー蓮池岸55Vinaya'Bhesajjakkhandhaka'

（vol.1p.214 トathakhoayasma

皿lapinamabalavapurisosaniminjitambahampasareyyapasaritamvabahamsamminjeyya,evamevajetavane

(p.215)

iaklioayasmamahamoggallanoseyyathapinamabalavapur

samminjita叩vabahampasareyyapasarita 甲vabahanisamminjeyya,

evameva

「四 分 律 」「 薬筧 度 」（ 大正22p.867c): 時 目 連 見 舎 利 弗 獣 然 。 即 於 舎 衛-

國 没 不 現 。 如 人 屈 申 腎 頃。 至 彼 池 逞 … …H寺目 述 得 頚 根已 。 従 此 池 忽-

然 不 現 。 還 舎 衛 國 。 到 祇 桓 中 。

［7-11］祥尊（比丘サンガとともに）：祇園 → ヴィサーカー・ミガー

ラマー ターの家56

『゙四 分 律』 でぱMandakinl' に あ た る 語 を出 さな い が 「 阿桁 大 池 か ら 遠 く ない とこ

ろ に ある50 由 句 の 池」 とあ る。『十 誦 律』「医 薬 法 」（ 大正23p.l90 下 ） は 「 長老

大 目 健 連 。 至 漫 陀・者 尼 池 中 。 取 荊 」 と し て 特 に 日 連 の 移 動 方 法 を 記 さ な い 。Mandakinit

こ つ い て は 浪 花 宣 明 『 サ ー ラ サ ン ガ ハ 』 平 楽 寺 書 店 、1998 年、pp.532-537.5

叩 十 誦律 』 の 「 波 夜提087 」（大 正23p.128 上 ） と 「 衣法 」（大 正23p.l95c ） は同

文 で 「爾 時 佛 輿 大 衆。 著 衣 持 鉢 。 衆 僧 園僥 倶 詣其 舎 。」 と し て 、 普 通 の 移 動 と し て

い る。『根 本 有 部 律』「波 逸 底 迦089 」（:大正23p.896b) 「 爾 時佛 典 大衆 。 著 衣 持 鉢。

詣 毘 舎 怯 處 既 坐 定 已 」、『 鼻 奈 耶 』（ 大 正24p.878b ）「 佛 。 将 比 丘 僧 至 毘 舎 怯 舎。

各 次 第 坐 。」 も 同 様 で あ る。Jataka-atthakatha489,vol.IV,p.315 はiddhibalenajeta-
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（69 ）Vinaya'Civarakkhandhaka'

（vol.1p.291 ）:athakhobhag 旦vapubbanhasamayamnivasetvapattacivaramadayaseyyathapinamabalavapurisosammiiijitamvabaharnpasareyyapasaritamvabahamnminjeyyaevamevajetavaneantarahitovisakhayamigaramatuyakotthake

」醤血:ahosi.

『四分律』「捨堕027 」（大正22p.629a ）:世尊昇大比丘僧千二百五十人倶。

讐如力 士屈 申腎頃。従祇桓精舎忽然不現。在 毘舎怯母舎。就座而坐。

『五 分律 』「捨堕017 」（大正22p.032b ト 於是世尊。如力士屈伸腎 頃。

俳諸比丘没 普會講堂。 踊出毘 舎怯所 敷座上。

［7-12］祥尊：王舎城・竹園 → 書I1J嘱山の目連の面前57

『雑阿含経』501 （大.IF.02p.132a ド 爾時欽 羨知我心念。於竹 園精舎没。

於者m 削 山中現於我前。

『雑阿含経』502 （大正02p.132b) 爾時。往生知我心 念。如力士屈申腎

頃。以神通力。於竹園 精舎没。於署開削山中現於我前。

4 。 分 析

（1）誰がこの神愛を警揮するか

この腎の屈伸喩を伴って表現される瞬間移動の神愛を警揮する人物

（人）を表にまとめると以下のようである。ただしパーリ聖典の記事に

もとづいており、對座漢詳などで人物や移動の出警鮎・到達黙が異なっ

ていても、それは反映していない。パーリの記事を訣く資料には※を付

した。

vaneantarahitovisakhayakotthakepatiirahosi と 神受 とし て 表現 す る が ， 腎 の屈 仲 喩

を 含 ま ない 。57

『雑 阿含 経 』502 は 『雛 阿 含 経』501 のこ とが ， 回 想 の形 で 目連 に よっ て 諸比 丘 に語

ら れ る とい う 農 裁 で あ る。 な お こ の 二 経 に 對 座 す るSNm ＼-OO＼,vol.II,pp.2 フ3、5W.040-001

～009,vol.IV,p.262-270) で はathakhomamaviisobhagavaiddhiyaupasankamitvaetadavoca

と され ， 腎 の 屈伸 喩 を 含 ま ない 。
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表I

三十三天 梵天界 浄居天 地上

祥尊 ［1-3］［1-4］ し-2][2-3 ］ [3-1]

[フー2][フー4][

フぷ[ フ-6]

に-フ几7-9][

フー11][

※7-12]

過去佛シキン し-4］

過去佛ヴイパッシン [フー1]

目連 ［1-1］［1-2］
［2-3］［2-5］

［2-6］
[7-3ド7-10]

大迦葉 し-3］

マハーカッピナ し-3］

阿那律 [2-3]

「ある比丘」 [2-1] [フー8]

「諸比丘」 [フー8]

諸仙人 [1-5]

※コーラヴィヤ王 [※1-6]

以上の表から、こ の神愛を麓揮する人物が佛や 一部の佛弟子に必ず

し も限定されないことがわかる。佛弟子は阿羅漢ばかりではないへ ま

た外道の諸仙人や在家者のコーラヴィヤ王も含まれている。

神につい ては、四大王天に所 属するヴェッサヴ ァナが人間界から

三十三天に赴くケース（［4-4］）を除けば、彼らはその所属する天界か

ら人間界に赴く。ここでも對舌M 洋との異同は反映させず、パーリを訣

く資料に※を付して表を作成する。

5S［7-8］の「諸比丘」は文脈から明らか に阿羅漢に達しているが、［2-1］の［ある比丘］

は四大 の消 え去 る行方を訊 ねるために諸神 にもとへ 赴く。 阿羅漢はこの ような思

い を起こさないであろ う。 片山一良 『長部戒菰篇n 』 大蔵出版、2003 年、p.459、

複註3.
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表n

（ 川

色

界

浄居天
無熱天

※チック天子
[※6-2](

不煩熱天＝無熱天?)

※ハツタカ天子 [※6-3]

浄居天（複数） ［6-1］［6-4］

梵天

大梵天 ［5-1］［5-2］

サナンクマーラ梵天 [5-3]

サハンパティ

［5-4］［5-6］［5-フ］［5-8］

［5刈 ［5-10］

［5-12］［※5-13］

Paccekabrahman [5-11]

欲

界

兜卒天 ※給孤濁天子 [※4-5]

三十三天
帝鐸天 ［4-2］［4-3］［4-4］

ヴィッサカンマ [4-1]

四大王天 ヴェッサヴァナ
[4-4]

( 人間界 → 三十三天)

（2）移動範囲

腎の屈伸喩を伴って表現される瞬間移動の神愛は、佛や佛弟子（人）

が人間界⇔天界（三十三天、梵天界、浄居天）を行き来する場合、神々

が天界⇔人間界を行き来する場合、佛や佛弟子が地上においてある地鮎

とあるitllSiの間を行き来する場合に分けられよう 呪

佛・佛弟子および神々、どちらとも人間界⇔ 天界の行き束について

は人間界⇔欲界天、人間界⇔色界天の行き束が限界であり、人間界⇔無

色界天の行き束はない。「場所」、「地見」といった概念 と相容れない無

色界に「移動する」ことは不可能と考えられたからではなかろうか。な

お色界はたいてい梵天であ り、浄居天のヶ－スは例外的である。

,^9三十三 天が須弥 山の頂上 の地居 天とされるこ とを考慮 に入れると、 三十三 天⇔ 人

間界の行き束 は地上における行き来 に分類するべ きかもしれないが、ここでは我 々

にとって 現貧的 な移動であるか否かを判断基準 として 用いることに する。 ただし

人が人間界⇔三 十三 天を行 き束する記事がDN. に皆無 であることは注目 に値す る

かもしれない。
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このことに間連して、色界浄居天の神が地上に降りるケースに困難

が伴うことを示す経があ る。『雑阿含経』594 では、 ハッ タカ居士が

死後に無熱天に生まれ、祥尊に會い に束る（［6-3］）。大地 に立つ こと

ができないので、祥尊は彼に麓身を作るように指示する 呪 これに對座

する^A^.003-013-125 はハッ タカ天子 の移動「近づい た」（upasaiilcami,upasa

皿amitva）とするのみで腎の屈伸喩が用いられていないが、大地に

立つことができない件は一致している ‰

なお欲界において人間界 よりも下に向かう、例えば地獄に赴くよう

なヶ－スは資料中にない。しかしながら『増壹阿含経』には見られる ‰

次に地上における行き来に開して、移動距離が短いことに注目した

い。舎衛城から王舎城へといった長距離の移動が少なく、近隣の地域内

に限られた範囲を移動するものが多い。

表Ⅲ

範囲 移動（主語） 資料 文献

ガンガ

ー

此岸 → 彼岸(

祥尊が比丘サンガとともに)
[7-2]

DN.Udana

Vinayar
長阿含経』

舎衛城

近隣

祇園 → 束園鹿子母講堂（憚尊） [フー4] AN.

祇園 → ヴィサーカー鹿子母の家(

憚尊が比丘サンガとともに)
[フー11]

VinayaΓ四分

律』『五分律』

fi‘『雑阿含経』594( 大正02p.159a): 時。彼 天子天身委地。 不能自立。猶如醇油 委地。

不 能自立。如 是。彼 天子天身細軟。不自持立。爾時。世尊告 彼天子。 汝宿便化作

此 麓 身。而立於地。時。彼天子即自化形。作此飽 身。 而立於 地。於 是。天子前疆

佛足。退坐一面。61-47V.003-013-125,vol.I,pp.278-279.

本論注45 參照。6

り 増壹阿 含経』021-005( 大正02p.603b 卜 是時尊 者大目親 連。 如力 土 屈申腎頃。

従舎衛没 不現。便至蓮華大地獄中。

『噌壹阿含経』049-009(: 大二正02p.8O5a): 時大 目連前借佛足。続佛三匝。即於-

佛前。 猶如力士屈伸腎頃。即往至阿鼻地獄所。
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王舎城

近隣

著闇堀山 ⇔ 寒林（祥尊） [フー5] AN.Vinava

香闇嘱山 ⇔ マツダダッチ鹿野園(

鐸尊)
[フー9] Vinayar

四分律』

※竹園 → 苔開峨山（揮尊）
※
に-12］

『雑阿含経』

ヴェ ー

サーリ

ー近隣

大林重閣講堂 ⇔ ヴアツグムダー

河畔（ある比丘）

ヴアツグムダー河畔 → 大林重閣

講堂（諸比丘）

[7-8] Udana

不明

菩提樹下 ⇔ 王都バンドウマティ

ー・ケーマ鹿園（ヴィパッシン佛）
[フギ DN.r 長阿含経』

不明 ⇔ 祇園（目連） ’［フー3］ SN.『雑阿含経』

長 距

離？

ルッガ → マガダ（鐸尊） ［フー6］

｜

AN.[ 中阿含経』

『離睡経』

｜

バツガ ⇔ チェーテイ（憚尊） ［フープ］

AN.! 中阿含経』

『 阿 那 律 八 念

倒

神話的

場所

祇園 ⇔ マン ダーキニー蓮池岸(

目連)
[フー10]

Vinaya

『四分律』

移動範囲が不明なものもあるが、ある程度長距離が想定されるもの

としては、バッガのスンスマーラギラを出登鮎として、マガダのカッラ

ヅアーラムッタ村とチェーティのパーチーナヴァンサ ダーヤに赴く2 件

と 町 また丿 牛、はるかかなだの神話的場所（マンダーキニー蓮池）に

赴く記事がある。なおパーリと漢詳の異同に注目するならば、［フー3］の

資料の中、パーリでは目連が不明地鮎から祇園の阿那律のもとに赴くが、

對座する『雑阿含経』535,536 はバッガ國のスンスマーラギラを出登鮎

として舎衛城・祇園に至る長距離の移動となっている6≒ 地上における

63 こ の2 件 についてはバ ッガ國 の正確がなく位置不明のため、長距部 と断定 するこ

とはで きない が、 バッガ國がヴェーサーリ ーと舎衛城 の間に位置した とさ れるこ

とか ら、ある 程度の距離を想定せざるを得 ない。前田恵學 『原始佛教 聖典 の成立

史研究』|.L薩 房佛書林、1964 年、p.78バ 主31,32. なお筆 者によるバッガ國の所在

の推定は 『原始 仏教聖典資料による釈尊伝の研究』【6】【論文5 】「原始仏教聖典資

料に記された釈尊の雨安居地と後世 の雨安居地伝承Jp.109 參照。64

本論注49 參照。

－98 －



（74 ）

神愛による移動で長距離が想定されるケースはバッガ國のスンスマーラ

ギラを出ft黙とするもののみとなる。

5. 腎の屈伸喩の瞬間移動の神愛はいかなるものか

以上の資料とその分析にもとづき、さらに収集した以外の資料も用

いて、この腎の屈伸喩を伴う神愛による瞬間移動について、これがどの

ようなものであるのか、考察して行く。

（1）「速やかに」を意味するか

この力ある人の腎の屈伸喩を中村元氏は「極めて短い時間であるこ

とを表現するために、佛典の中に好んで用いられる句である。わが国で

いう‘まばたきする間口 ‘一瞬間口 に相富する」と説明する呪 この

解憚は収集した資料冲 のパーリの資料からは必ずしも導き出されないと

思われる。しかし、以下のことから妥宿な解憚であると思われる。

まずすべての漢詳 資料・が、例えば「……屈伸腎頃」 という詳に見ら

れるように、「頃」の一時を加えており、この「頃」は「しばらく」「わ

ずかの時間」の意でとる他はないと思われる。

またアッタカターに見 られる南方上座部の註憚も、「‘力ある人’と

いうのは、なぜなら非力の人は速やかに腎の屈伸ができず、力ある人だ

けが〔速やかに腎の屈伸が〕できるからである」となっていることもこ

の解輝を支持する ‰

さらにパーリ聖典において一件のみであるが、この腎の屈伸喩 の意

味するところが「速やかに、迅速に、容易に」と補われることで明確

になっているものがある。それはMN.152'indriyabhavana-s.' （vol.Illp.300

）に見られる用例であり、ここでは眼によって色を見、耳によっ

て聾を聞き、鼻によって香を嗅ぎ、舌によって味 わい、身によって触れ、

意によって法を識別する際に生じる可意・不可意・可意不可意が、比丘

65 中 村 元 「ブ ッ ダ最 後 の 旅」 岩波 文庫 、1984 年、p.214 、譚 注40'"^A-

Å.、vol.11,p.137.hμlavapurisotidubbalohikhippamsamiiijanapasaranarnkatumnasakkoti,balavavasakkoti.ten'etamvuttam.

－97 －



（75 ）

に速やかに、迅速に、容易に消滅して捨が確立することの讐喩 として、「力

ある人」を主語とする讐喩が4 例用いられており、その 一例が腎の屈伸

喩である 几

seyyathapianandabalavapurisosamminjitamvabahampasareyyapasaritam

vabahamsamminjeyya,evamevakhoanandayassakassaci[evamsigham

evamtuvatamevam-appakasirenauppannammanapamuppannamamanapam

uppannammanapamanapamnirujjhati,upekklia]san 山ati。

「 例え ば阿 難 よ、力 あ る 人が 曲げ た腎 を 伸 ばす か、 伸 ばし た腎 を曲げ る よう

に、 まさ に そ の よう に、 阿難 よ、 そ の よ う に速 や か に、 迅 速 に、 容易 に、 捨

が 確 立し ます。」

また上記資料に含まれていない梵語の文献も、この讐喩を「極め

て短い時間であることを表現する」ものと理解することを支持する68。

6勺 凶N」52'Indriyabliavana-s ブvol.in,p.300. 引 用 し た も の の他 の3 例 は 以 下 の も ので

あ る 。seyyathapi

，aiianda,balavapurisoappakasirenaaccharikampahare 汀a,evanievalcho

あ たか も 力あ る人 が 容 易 に 弾 指す る よう に， ま さに そ の よ う に 。seyyathapi,ananda,balavapurisojivhaggekhe!apindamsamyuhitvaappakasirenavameyya,evamevakho

あ たか も力 あ る 人 が 舌 先 に 唾 団 を集 め 容 易 に 吐 き出 す よ う に ， ま さ に そ の よう

に。seyyathapi

・,ananda,balavapurisodivasamsantatteayotliahedvevatinivaudakaphus-itaninipateyya,dandho

，ananda,udakaphusitanamnipato ，athakhotarnkhippamevaparilddiaya

叩pariyadana!gaccheyya,evamevakho ）
」

あ た か も力 あ る 人 が 一 日 中 熱 さ れ た俄 版 に水 を2 、3 滴 落 とす 。 水 滴 の 落 下 は

遅 く と もた ち ま ち消 え 失 せ る よ う に， まさ に そ の よう に 。(iSDivyavadana,ACollectionofEearlyBuddhistLegends,ed.byE.B.CowellandR.A.Neil,Cambridge,1886

に2 回 現 れ る もの は ， パ ー り とほ ぽ 同 じ。Divyavadana(p.162

）:athasakrabiahmadayodevaanekanicadevat 訟atasahasranigavatascetasacittamajfiayatadyathabalavanpiirusahsamkuncitamvabahiimpras-arayetprasaritamvasamkiincayedevamevasakrab-ahmadayodevaanekanicade-vatasatasaliasranicadevaloke'ntarhitanibhagavatahpLiratahpratasthuh.

そ の 時 ， 帝 祥 天 や 梵 天 な ど の 神 々 と敷 百 千 の 神 々 は ， 世 尊 の 心 を 心 で 知 っ て ，
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に以下の用例が見出される。

ath5y砺】11iiDma陥maudga1yiiyan油tadyathiipinjimaba|aVanpuruりabsa印mi向itam

あ たかも力 ある人が曲げ た腎 を伸ば し、伸ばし た冒 を曲げ るように、 まさに その

ように帝 祥天・梵天などの神 々と叡百 千の神 々は 天界において隠れ、世尊の面前

に立った。

励・vyavadanaバp.473 ドathasakrodevendraudarabrahmanarupamatmanamabhinir-mayasauvamadandakamandalumadayasuvarnadandenamanivalavyajanenavljyamanas

evam

711

刀

evasakrodeva 】lamindrodevesutrayastrimsesvantarhitautpalavatyamrajadhanyampratyasthat.

それか ら帝祥 天は高貴 なバラモンの姿を自らとって、黄金製の杖と水瓶をもち、

黄金製の杖と宝珠 の払子 によっ て扇がれつ つ、あ たかも力ある人が 曲げ た腎 を仲

ばし、仲 ばした腎を曲げ るように、 まさに そのように帝 祥天は三十三 天におい て

隠れ、王都ウトパラヴァティーに立っ た。

卵Mahavastu 、ed.byE.Senart,Pari,1882-97.vol.I,pp.54-55.

Ihi・,/.p.55.ihid.p.56.
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prasaritamvabahamsa 甲而mjayeettakenaksanavitiharenauruvilvakasyapasyarsisyasramatovaihavasamabhyudgamyauruvilvayamsenapatigraniakepratyasthasinadya

］iaira面anayastireajapalasyanyagrodhamule 几

そ れ か ら 僕 尊 は ウ ル ヴ ィ ル ヴ ァ ー 迦 葉 仙 の こ の こ の よ う な 心 の 所 念 を 知 っ

て 、 あ た か も 力 あ る 人 が 曲 げ た 腎 を 仲 ば す か 、 仲 ば し た 腎 を 曲 げ る よ う な 一
一

刹 那 の 間 に ウ ル ヴ ィ ル ヴ ァ ー 迦 葉 仙 の 苫 行 處 か ら 空 中 に 昇 り 、 ウ ル ヴ ィ ル ヅ

ア ー の セ ー ナ ー パ テ ィ 村 の ナ イ ラ ン ジ ャ ナ ー 川 の 岸 に あ る ア ジ ャ パ ー ラ ・ ニ

ャ グ ロ ー ダ樹 の 根 元 に 立 っ た 。athakhalubhagavamuruvilvaka

§yapasyajatilasyaimamevar 叩amcetasahparivitarkam

撰iayatadyathapinamabalavampuru §osammimjitanivabahamprasarayeprasaritamvabahamsammiiijayeettakenaksanavitiharenaajapalasyanyagrodhamulatovaihayasamabhyudgamyauruvilv

註asyapasyaatilasyasramepratyasthasi"

・

そ れ か ら 吐尊 は ウ ル ヴ ィ ル ヴ ァ ー 迦 葉 結 髪 外 道 の こ の よ う な 心 の 所 念 を 知

っ て 、 あ た か も力 あ る 人 が 曲 げ た 腎 を 伸 ば す か 、 伸 ば し た 腎 を 曲 げ る よ う な

一 刹 那 の 間 心 ア ジ ャ パ ー ラ ・ ニ ャ グ ロ ー ダ 樹 下 か ら 空 中 に 昇 り 、 ウ ル ヴ ィ

ル ヴ ァ ー 迦 葉 結 髪 外 道 の 苦 行 處 に 立 っ た 。atha

，khalubhiksavosronakorsistadatha ・pinamabalavamuruso。
‥ynp 。

・－●I ㎜ ㎜ ㎜ － ㎜ 皿 ●㎜ ㎜ － － ● ■samminjitamvabahamprasarayeprasaritamvabahamsammimjayecenaksanavitiliarenanuhimavamtatoasramatovaihayasamabhvudgamvamahadevaiiu'avanepratyasthas

に

そ れ か ら 比 丘 ら は 、 シ ュ ロ ー ナ カ 仙 は 、 あ た か も 力 あ る 人 が 曲 げ た 瞥 を 仲

ば す か 、 伸 ば し た 腎 を 曲 げ る よ う な 一 刹 那 の 間 に 、 雪 山 の ふ も と の 苫 行 處 か

ら 空 中 に 昇 っ て 大 天 ア ー ム ラ 林 に 立 っ た 。

1 件だけekaksanenapadavitiharena という語句を、そ の他 はettakenaksanavitihai'ena

という語句を加えている。これによって背の屈伸喩が「一

刹那の間」を意味することが知られる。なお下線を付した「空中に昇っ

て」（vaihayasamabhyiidgamya ）という語句にも注 目して欲しい。これ

72

73

74

ibid.vol.Ill,p.425.

ibid.vol.Ill,pp.425-6.

ibid.vol.Ill,P.450.
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については後述する。

この鼓ahavasti、の用例と一致する漢詳の例としては以下のようなも

のがある。「一刹那」の他に、同様に一瞬間であることを意味する'lava'

やmuhurta' を加えているものもある。

「大賓積経」「菩薩見責會」：讐如 ±士屈申腎頃。一念之中

『大方廣如来秘密蔵経』（大正17p.838a ）:猶如壮十屈仲腎頃。没是常出大

法音國。一念之頃。而来至此娑婆世界。

『諸法最上王経』（大。正17p.860a): 讐如大力丈夫屈巾背頃。如是彼皆以佛

威力。於一念時。向王舎城竹林迦蘭陀精舎。

『聖善住意天子所問経』（大正12p.117b): 讐如壮士川巾背頃。I一刹那頃。

一羅婆頃。I摩喉多頃。

『勝思惟梵天所問経』（大正15p.064a 卜 讐如壮士㈲巾背頃。一刹那頃。一

羅婆頃I。I一無侯多頃。

また瞬間移動とは関係のない文脈でも、腎の屈仲喩が「速やかに」を

意味して用いられている。それは命終した衆生が「あたかも力ある人が

曲げた腎を伸ばすか、仲ばした腎を曲げる」ほどの問に、地獄や善處に

生まれ愛わるという文脈で現れる。ただしパーリ聖典中にはこの用例は

見出されない。

「中 阿含 経」020 「破 羅 牢 経 」（ 大 正01p.445c): 若 有 作 是 説。 沙 門 崔 曇知

幻。即 是幻 者。彼 未断此 語。聞 彼心 彼 欲彼 願彼 聞 彼念 彼 股。如屈 伸腎 頃。

命 終生 地獄 中。 波 羅牢 伽禰 尼 聞已。 怖 催戦 慄。 身毛 皆 竪 ≒

『中 阿含 経』170 「 鸚 鵡経 」（大正01p.704a-c ）: 鸚 鵡 摩 納 都提 子 今 命終 者。

如 屈 伸 背 頃。 必 生地 獄。 ………l!i尊 告曰。 鸚鵡 摩 納 今 命 終 者。 如 屈 仲腎

頃 必至 善 處。

『鸚鵡 経』（大正01pp.888c-889b ）: 若以 此 時 鸚鵡 摩 牢 兜 羅 子命 終 者。胤 恵

腎 頃。如 是生 泥 梨巾。… …若 以 此時。鸚鵡 摩牢 兜羅 戸命終 者。如 川 巾腎 頃。I

生 於 善處 ≒

7S對唐経S Ⅳ。042-013,vol.IV,p.34Oでは文 脈が異なり，如屈仲Vf頃に對応する語なし。16MN.

四9'Subha-s.'vol.II,p.196 ，
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『増 壹 阿含 経』009-005 （大 正02p.562c ）:此 人如 屈 仲腎 頃 。堕 泥 黎中 。

［贋壹 阿含 経］009-006 （大 正02p.563a 卜 如 屈 伸腎 頃。 而 生天 上。

『it壹 阿含 経』043-007（大正02p.764a ）:佛 告王 曰。世 有二 種 人。無 罪 而命終 。

如 屈 伸暫 頃。 得 生天 上。 云何 悠二 。 一者 不造 罪 本而 修 其善。
－

『麿 壹 阿 含経 』046-007 （ 大 正02p. フフ8a-b）: 若 成 就十 法 者。 如 屈伸 腎 頃。

便 生 天上。 … …in 是 比丘 成 就十 法者。 如 屈伸 腎 頃。 生 善處 天 上。

以上のことから、この腎の屈伸が「極めて短い時間であることを表

現する」警喩であることに異論の除地はない。

② 表現のヴァリエーションによる考察

資料の中には、パーリでは暫の屈伸喩を伴って神愛として表現され

ていても、對座する漢詳では神愛による移動とされていないケース、ま

たは同じく神愛による移動ではあっても、異なる表現で記述されている

ケースもある。逆に、漢詳では腎の屈伸喩を伴って表現されていても、

パーリでそのようになっていないケースもある。

これらの相違 は、あるいは部派の見解の差異に起因するものもあろ

うが、この神愛の宵態を知る手がかりを奥えてくれよう。

腎の屈伸喩の神愛と「～に近づいた」（upasankami ）

『中阿含経』130 「教曇鰯経」（[1-6］）ではコーラブヤ（高羅婆）王が

背の屈伸喩を伴う神愛で クル國から三十三天の帝祥天のもとに赴く。そ

れからコーラヴィヤ王は帝憚天とともに同様の仕方で三十三天からクル

國に戻る。對庶する^A/^^006-005-054では「それからコーラヴィヤ王は

こ ！ ……ravyovenasaklcodevanamindoten'upasa

止皿i,iipasankamitvasakkamdevanamindam ）とする。

このように瞬間移動神愛による移動を對座経が「～に近づいた」（yena

～ten'upasankami ） に置き換えるヶ一スが以下にも見られる。

『雑阿含経』593 （［4-5］）では、命終した給孤濁が兜卒天から腎の屈

伸喩 を伴う神使で祇園の祥尊のもとに至る。對 座す るSM.002-002-010

は「近づいた」（vena ―ten'upasankami ）とするのみである 几

77本論注26 參照。
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『雑阿含 経』1191 と『別詳雑阿含経』104 （［5-13］）におい てサハ

ンパティ梵天が鐸尊の面前に到束す る腎 の屈伸喩の神使による移動が5"^006-002-003

では「～に近づいた」で表現される 呪

『雑阿含経』594 （［6-3］）がハッタカ天子 の移動を腎の屈伸喩の神使

とするのに對し、^Af.003-013-125と『別詳雑阿含経』188 は「～に近づ

いた」「尋来佛所」で表現している79．

諸資料（［6-1］）が腎の屈伸喩の神使で表現する移動 を、『大三摩惹経』

は「来迦毘羅林。詣世尊前」としている80。

ま た パ ー リ で も6'7V.006-001-006（［5-11］） の よ う に、 褐 梵 天

（Paccekabraliman）が憚尊を訪問する件では「近づいた」と表現し、梵

天界に戻る箇所は腎の屈伸喩の神愛によって示すものもある81．

このように腎の屈伸喩 の神愛と「～に近づい た」は交替可能な表現

である。しかしながら、このケースでは表現が交替しても、その表現し

ようとする状況に違いを生じることはないであろう。腎の屈伸喩をの神

愛の記述を訣いても、たんに「近づいた」時の手段 が示 されていないだ

けの違いと見なすことができる。

腎の屈仲喩の神愛と遊行

上記の「～に近づいた」という表現は、天界⇔ 人間界の移動に開し

ては、背の屈伸喩の神愛の記述の有無によって意味内容が愛わることは

ないと思われる。たとい「～に近づいた」という表現が用いられていても、

そこには神使による移動が含意されると見る他はないからである。しか

しながら地上における移動ではそうではない。

鐸尊が祇園と来園鹿子母講堂とを神愛で行き来する^7V.002-004-005

（［フー4］）、憚尊が者闇削山と寒林とを神愛で行き来する^7V.OO6-OO6-O55

とVin 砂a'Cammakkhandhaka' （［フー5］）では、前者に對座する『中阿含

経』021 は「於是世尊往至講堂比丘衆前」とし82、後者に對座する記事の

7K本論注41 參照。19

本論注45 參照。80

本論注42 參照。61

本論注40 參照。S2

本論注51 參照。
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一つである『五分律』「皮革法」は「世尊便往到其所。問二十億。」とす

る ‰ これらの記述は、必ずしも神愛による移動を否定するものではな

いが、素直に讃むならば祥尊が普通に歩いて移動している様を思い浮か

べる他ないであろう。祥尊が祇園からヴィサーカー・ミガーラマーター

の家に赴く記事（［フー11］）と、これに對座する『十誦律』、『根本説一切

有部毘奈耶』、『鼻奈耶』の記事との関係も同様である ‰

過去佛 ヴィパ ッシンが菩提樹下から王都バンドゥマ ティーに赴く記

事（［フー1］）では£7V.014と『長阿含経』001 「大本経」が腎 の屈伸喩の

神愛の記事であるが、對iiするMahavadanasiitra と 『毘婆戸経』は遊行

として（caryamprala-antah）表現している ‰ この場合は遊行であること

を明記しているために、神愛による移動は否定される。

こ のように地上におけ る神愛による瞬間移動は、文脈上の要請から

必然である場合（［フー2］など）を除けば、容易に神愛を用いない表現と

交替すると考えられる。上で行った移動範囲の分析において、地上にお

ける行き束に関して移動距離が短いものが多い理由は、一つには、神使

によって移動する必然のない何気ない移動の記述が神使の記述に置き換

えられたことが考えられる。

腎の屈伸喩の神使と空中浮遊SV.006-001-003

はサハンパティ梵天が梵天界から腎の屈伸喩を伴う神

愛でブラフマデーヴア長老の母の住處に現れる記事であるが（［5-10］）、

對悳する『雑阿含経』099 と『別詳雑阿含経』265はこの移動を「乗虚而行」

と表現する ≒ 同様に憚尊が署闇削山と寒林のソーナのもととを行き束

する移動は（［フー5］）、對li する『噌壹阿含経』023-003 では「便騰遊虚空」

と表現される。単なる表現の違いであるとするならば、この腎の屈伸喩

を伴う神愛は空中浮遊による瞬間移動であることになる。

また腎の屈伸喩と空中浮遊の表現を併記する資料も存在する。先に

拳げた「空中 に昇っ て」（vaihayasamabhyudgamya ）を伴うMahavastu

83本 論 注52 參 照 。S4

本 論 注56 參 照 。S5

本 論 注47 參 照 。S('

本 論 注39 參 照 。
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の 記 事 の 他 に 、『阿 那 律 八 念 経 』の「 讐 如 力 士 屈 申 腎 頃 。飛 到 其 前 。」（［7 ー7］）

が こ れ に 該 言 す る。

し か し なが ら、 瞬 間 移 動 の 神 愛 と 空 中 浮 遊 神 愛 を 同 一 視 す る こ と は、

サ ハ ン パ テ ィ 梵 天 の ケ ー ス を 人 間 で は ない とい う 理 由 で 除 外 す る と、 資

料 が『噌 壹 阿 含 経 』、Mahavastii、『阿 那 律 八 念 経 』の み と な っ て 少 ない た め、

注 意 を 要 す る 。 瞬 間 移 動 の 神 愛 と 空 中 浮 遊 の 神 愛 の 関 係 に つ い て は 後 に

考 察 す る。

腎 の屈 伸 喩 の 神 愛 と 三 昧

腎 の 屈 伸 喩 の 瞬 間 移 動 の 表 現 の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン と し て 、 憚 定 と 関

連 付 け て 説 く も の が 多 い。

『中 阿 含 経J078 「 梵 天 請 佛 経 」（［2-2］）、『中 阿 含 経 』083 「 長 老 上 尊

睡 眠 経 」（［7-6］）、『中 阿 含 経074 「八 念 経 」（〔フープ〕） に 「 即 人 如 其 像 定 。

以 如 其 像 定 。 猶 若 力 土 屈 申 腎 頃 」 と あ る 。『離 睡 経 』 ピ フー6］） に は 「 即
一

如 其 像 三 昧 正 受 。 以 三 昧 意 。 猶 若 力 士 屈 申 腎 頃。」 と あ る。

ま た 『雑 阿 含 経 』535,536 （［フー3］） は 目 連 が 祇 園 か ら バ ッ ガ 國 の ス ン

ス マ ー ラ ギ ラ に蹄 る 復 路 に お い て 「大 三 昧 神 通 力 。 如 力 士 屈 伸 腎 頃 」 と

し て い る。

同 様 に 、 資 料 中 に は 挙 げ て い な い 『根 本 有 部 律 』「破 僧 違 諌 學 處 」 の

記 事 も存 す る ‰

目 連 梵 天 去 後 。 即 如 其 事 而 入 勝 定 。 猶 如 壮 士 屈 伸 腎 頃 。 於 恐 畏 林 没 至

S7「根 本 有 部律 」「破 僧違 諌 學 處 」 大 正23p.701c. こ れ は デ ー ヴ ァ ダ ッ タの 破 僧 に 闘

す る記 事 で あ る 。 パ ーリVinaya の 該 宿 箇 所 に腎 の屈 仲 喩 を 欠 く の で 資 料 中 に は 畢

げ て い な い。Vinay

α'Saiighabedhakkhandhaka'vol ，II,pp.185-186:idamavocakakudhodevapiitto,idamvatvaayasmantammahamoggallanamabliivadetvapadalckl!inarnkatvatatthnevaaiitai'adhayi.athakhoayasmamahamoggallanoyenabhagavaten'upasankami

，

『四 分律 』「 イ曽残010 」（大 正22p.592a ） 時 迦 休 天 子 作 此 語 已 。 頭 面 作 膿 透 竟 。

即 没 不 現。 時 日連 夜 過 已 往 世 尊所 。

『五 分 律 』［ 僧残010 ］（大 正22p.018a ） 於 是 目連 。 晨 朝 整 衣 服 往 詣 佛 所 。 以 桓

烋 言 具 以 自佛 。

『十 誦 律 』「 調 達 事 」（ 大正23p.258a ） 目 連受 〔迦 扶 陀 〕 梵 天 請已 。 即 入 線 定 。

於 支 提 國 迦 陵伽 盧 谷 中 没 。 於 王 舎城 現 。 離佛 不遠 。
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竹 林 中 。 詣 世 尊 所 。 … … 時

頃 。 於 竹 林 没 往 恐 畏 林 。 是 時 天授 至 佛 所 已 。」

こ れ を 『根 本 説 一 切 有 部 毘 奈 耶 』 の 梵 本 （ 破 僧 事 ） は、 以 下 の よ う

に 腎 の屈 伸 喩 を紋 く形 で 表 現 し て い る 。athayiismanmahamaudgalyayanahacirapraki'antamkakudambrahmanamviditva

bhargavesv'antarhitali

rajagrhepratyasthadvenuvanekalandakanivape;athayusmanmahamaudgalyayano

venabhagavamstenopasaiila'antah;

そ れか ら 長老 目連 は カ ク ダ梵 天が 去 っ て ま もな く、 心 が 統一 さ れた 時 にバ

ッ ガ 國 にお いて 隠れ て 王舎 城 の カ ラ ンダ カ竹 林 に 立つ よう な、 そ の よ う な三

昧 に 入っ た。そ れか ら長老 日 連は 世尊 に 近づい た。

同様に腎の屈伸喩を訣く三昧による瞬間移動の記事は、祥尊がウッ

カッターから梵天界に赴く記事（[2-2］）に對ii する『雑阿含経J1195

の「人於三昧。如其正受。於王舎城没。住梵天上。」や90、祥尊をけじめ

他の佛弟子が祇園から梵天界に赴く記事 に2-3］）に對座する『雑阿含経』1196

の「即人三昧。如其正受。於舎衛國没。現梵天宮。富彼梵天頂上」

と『別詳雑阿含経』109 の「人於三昧。従閻浮提没。現於梵頂虚空中坐」

に 町 また程尊がガンガーの此岸から彼岸に渡る記事（［7-2］）に對IS す

るMahaparinirvanasutra にも見られる 几

同様にDivvdvaddna にも以下のように腎の屈伸喩を訣く三昧による移

動の例が見出される。

゛Bhargavesu と す る がBharge 祠 の 誤 り か。Bhagga 國 の 梵 語 形 はBharga で あ る 。Cf.Divyavadana:ACollectionofEearlyBuddhistLe^Cambridge,1886.p.182.9TheGilgitManuscriptoftheSahghabhedavastu,Beingthe17thandLastSectionoftheVinavaoftheMulasarvdstivadi

・n,PartII,ed.byRanieroGnoli,Roma,1978,p.74.w

本 論 注14 參 照。9

＼本 論 注15 參 照。'^2

本 論 注48 參 照。
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lanpurnastadrupamsamadhimsamapannoyathasamahite

cittesronaparantake'ntarhitomahasamudrevahanasimayamparyankam

baddhvavasthitah竺

それから長老プールナは心が統一された時にシュローナーパラーンタカに

おいて隠れて大海の船のふちに結助H訣坐しているような、そのような三昧に

入った。

梵語文献で腎の屈伸喩と三昧に入る記述を併記するものとしては、AvadanasatakaNo.86Aupapaduka

中の記事がある。

athayusmanmahamaudgalyayanonciraprakrantascatasrahparsadoviditva

tadrupamsamadhimsamapannoyathasamahitecittetadyathabalavanpurusah

samkuncitamvabahumprasarayetprasaritamvasamkuncayedevamevayusman

mahamaudgalyayanahsravastyamantarhitodevesutrayastnm §esupratyasthatpandukambalasilayamparijatasyakovidarasyanatidure.

そ れか ら 長老 目連 は 四 衆が 去っ て まも な く、 心が 統 一 し た時 に、 あ たか も

力あ る人 が 曲げ た 腎 を伸 ば す か、 伸 ば し た腎 を 曲げ る よ う に長 老 目 連が 舎 衛

城 にお い て 隠 れて 三十 三天 の パ ー ンド ゥ カ ンバ ラ シラ ー の パ ーリ ジ ャ ー タ樹

とコ ーヴ ィダ ーラ樹 の 近 くに 立つ よ うな、 そ のよ うな 三昧 に 入っ た。athayusmanmahamaudgalyayanobhagavatal

｝prati§rutyapadausirasavanditvatadrupamsamadhimsampannoyathasamahitecittetadyathabalavanpurusahsamkuiicitambahumprasarayetprasaritamvasamkuncayedevamevayusmanmahamaudgalyayanodevesutrayastrim

§esvantarhitojambudvipepi^atyasthat丿

そ れ か ら長 老 目 連は 世 尊 に宜 い、 御 足 に 頭を つ け て礼 拝 し て か ら、 心 が統

一 さ れ た時 にあ たか も 力 あ る人 が 曲げ た腎 を伸 ば す か、 仲 ば し た腎 を 曲 げる

よう に長 老 目 連が 三 十 三 天 にお い て 隠 れて ジ ャ ンプ 洲 に 立つ よう な、 そ の よ

うなコ 朱に入 っ た。

91Divyavadana:ACollectionofEearlyBuddhistLegends,ed.byE.B.CowellandR. Å.Neil,Cambridge,1886,p.42.

ま たtadrupamsamadliimsampannoyathasamahitecitte は 他 の

文 脈 で も 用 い ら れ てい る 。pp.157,161,203,494.'"Avadanasataka,ACenturyofEdifyingTales

，ed.byJ.S.Speyer ，St.Petersbourg,2vols.,1906-1909(BibliothecaBuddhica

；3),vol.II,p.91・9

谷bid.p94.
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こ のtadrupanisamadhimsamapanoyathasamahitecitte とい う句 は定

型句であり、瞬間移動の神使に限らず、種 々の神使や神通力が登揮さ

れる際の描 写の中に頻出 する。 パーリ聖典で はtathanipamsamadhimsamapajjiyathasamahitecitte

ま た はtathai・upamcetosamadhimphusatiyathasamahitecitte

という句である ≒

腎 の屈伸喩を伴う神愛とは別の神通力を受抑する際に、この定型句

が現れる数例を単げれば以下のものがある。（ ）内にそれによって受

揮される神通の名、 または詳を示す。

DN 。00］Brahmajala-s. ’vo 】バ、p.013:idhabhikkhaveekaccosamanovabrahmanovaatappamanvayapadhanamanvayaanuyogamanvayaappamadamnanasikaramanvayatatharupamcetosamadhimphusatiyathasamahitecitteanekavihitampubbenivasamanussarati

バ 比 丘 らよ、 こ こ にあ

る 沙 門か バ ラ モ ンは 熱 心 さ ・努力 ・ 専修 ・不 放 逸 ・正 作 意を 通 し て、 心

が 幄 一 され た峙 に 過 去 の種 々 の前 生 を想 起 す る よう な、 そ の よ う な心 三

昧 を得 る。 宿 仕ll 念智 ）

『長 阿含 祀』（大正01p.015c ）:佛即 於 遮婆羅 塔。I定 意三 味。I捨 命住 壽。（捨 壽 行）

『中 阿 含経』（ 大正01p.478c): 尊 者 大 目乾連 。 即人 如 其 像定 。以 如 其像 定他

心之 智。 観 察 衆心。（ 他心 智）

肩ahavastuyasodosresthiputrotatharupamcetosamadhimsamapadyeyathanamtatraiva

＊nisaniiani''matapitaraunadrsensuhnacaanyojanakaya 卵 づ ヤ ショ

ーダ長 者子 は、 母 父 や 他の 人 々が そ こに 坐 っ てい る 彼 （ 自身 ） を 見 なく

')(こ̂ れ に よ く似 た 定 型 句 と し てtathariipamiddhabhisaiikharamabhisaiikhasiyatha とい

う も のが あ る。 一 例 を學 げ れ ばS{ttanipdta(pp.107-108 ） にathakhobhagavatatliar-upa

】piddhabliisamkhai・amabhisarikhasi,yatliaaddasaselobrahmanobhagavatokosohi-tarnvatthaguyhani

（ そ れ か ら世 尊 はセ ー ラ 婆 羅 門 が世 尊 の 陰 馬 職 を見 る よう な ， そ

の よ う な神 健 行 を 行っ た）とあ る。こ れ に 對 庖す る 漢 詳 資 料・と し て は『中 阿 含 経』（大

正01p.688b) の 「 世 尊 知已 。 作 如 其 像 如 意足 。 作 如 共 像 如 意足 已 。 梵 志 梵 摩 見

世 尊 身陰 馬 蔵 及 廣 長 舌U な ど が 畢げ ら れる 。 し か し こ の 定 型 句 と 瞬 間 移 動 神 愛 を

闘 連づ け る 資 料 は 見 出 さ れな い た め， 本 論 で はこ れ を扱 わ ない 。97

底 本 はnisaniuisya とす る が ，nisannam と訂 正 し て讃 む。^^Mahavast

μ,ed.byE.Senart.Pari,1882-97.vol.Ill,p.409.
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な る ような、 そ の よう な心 三 昧に 入っ だ。 隠匿 神愛 当Divyavadana:athabhagavamstadrupamsamadhimsamaparmoyathasamahitecitte'rgadacchidrenarcisomrgatyabhagavatahpratiharyamandapenipatitah,sarvascapratihaiyamandapahprajvalitah""'

八 そ の 時 世 尊 は、 心 が 統 一 し た時 に、

門 穴 を通 っ て 炎 が 噴 出 し て、 世 尊 が 奇蹟 を行 う 天 幕 に 燃 え 移 る よ う な、

その よ うな 三味 に 入っ た。 奇蹟 を行 う 天幕全 橿 が燃 え 上が っ た。）

パーリでは腎の屈伸喩の定型句とこ の禅定の定型句が併記されるも

のはないが、次の資料のように禅定による移動表現と腎の屈伸喩の神愛

を区別なく用いている記述が見られる。DN.Oll'Kevaddlia-s.'

の記述 に2-1]) はある比丘が梵天界から祥尊

の前に戻る場面であるが、この記述の始まりの箇所でこの比丘は「心が

安定した時に天に至る道が現れるよう、それにふさわしい禅定に入り」、

まず四大王天のところへ行って ≒ 四大の消える行方について尋ね、そ

れから三十三天、帝禅天、ヤマ天、スヤーマ天、兜卒天、サントゥシタ

天、楽愛化天、他化自在天、ヴァサヴァッティン天のところに行って同

じ質問をする。それからさらに、この比丘は同様の仕方で三昧によって

梵天界に至る1几

このように往路は禰定によって近づくのであるが、復路は資料([2-1])

に示したように腎の屈伸喩の神愛によって梵天界から地上の祥尊の面前

に降りる。DM014'Mahapadana-s.'

の記事([3-1]) に對庖するMahavadanasiitra'°'

乙

'nivvdvadana.ed.bvE.B.CowellandR.A.Neil,Cambridge,1886,p.l57.

'"'DN.OW'Kevaddha-s.'vol.I,p.215 ：athakhosokevaddhabhikkhutath 圖pamsamadhimsamapajjiyathasamahitecittedevayaniyomaggopatui"ahosi.atliakhosokevaddhabhikkliuyenacatummaharajikadevaten'upasamkami.

『長 阿 含 経』024 「堅 固経 」「大正01p.102a ）: 彼 比 丘條 趣 天 道。 往 至 四 天 王 所 。'"-

£N.O ＼l'Kevaddha-s.'vol.I,p.220:athakhosokevaddhabhikkhutatharupamsamadhimsamapajjivathasamahitecittebrahmayaniyom

昭gopaturahosi.athakhosokevaddliabhikldiuyenabralimakayikadevaten'upasamkami.103TheMahavadanasutra

。ANeM>EditionBasedonManuscriptsDiscoveredinNorthern
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（pp.158-162）の記事も同様である。

ここでは祥尊はまず腎 の屈伸喩の神愛でジャンプ洲において隠れて

無煩天に立ち104、つづいて三昧によって無煩天衆とともに無煩天におい

て隠れて無熱天に立ち、同様に三昧によって無煩天衆と無熱天衆ととも

に善現天に、無煩天衆と無熱天衆と善現天衆とともに善見天に立つ ≒

それから冒の屈伸喩の神愛で無煩天衆、無熱天衆、善現天衆、善見天衆

とともに善見天において隠れてアカニシュタ天に立つ106。最後に洋尊は

三昧によってアカニシュタ天において隠れてジャンプ洲に立つ10≒

腎 の屈伸喩の神愛と三昧による移動の表現は同じ状況を言い換 えて

いるものであり、腎の屈伸喩の有無によって表現している状況が異なる

ということではないであろう。

腎の屈伸喩の神鯉と意所成身

祥尊がバッガ國のスンスマーラギラのベーサカラー林の鹿野園とチ

エーテイ國のパーチーナヴァンサダーヤの阿那律の面前を行 き束する資

料（［7-フ］）の^^008-003-030 では、末尾に以下のような偶が付されて

いる。

mamasaiikappamannayasatthalokeanuttaro

manomayenakayenaiddhiyaupasaiikami

世における無上の師は私の意向を知って、神愛によって、意所成身をもっ

T,rkesta心editedbyTakamichiFukita,SanskritWorterbuchderbiiddhistischenTexteausdenTurfan-Fiinden,Beiheft10,2003.

"'■'so'ham

'"'so'ham

七iamiambudviDe'ntarhito'brhedevanikaveDratvastha ……"

旧so'ham ・・・・・.tadriipamsamadhimsamapannovathasamahitecitteabrhakayikabhirdevatabhihsardhamabrhedevanikaye'ntarhito'tapedevanikayeyavatsudar

§anedevaiiikayepratyasthampurvavadyavad

samminjayedevamevaliamabrhakayikabhirdevatabhihsardhamatapakayikabhir

devatabhihsardhamsudrsakayikabhirdevatabhihsardhamsudarsanakayikabhir

devatabhiりsardhamsudar §anedevanikaye'ntarhito'kanisthedevanikayepratyasthiim""so'ham

・・・■・.tadrupamsamadhimsamapatuioyathasamahitecitteakanisthedevanikayeamtarhitojambudvipepratyastham.
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て私 に 近づ か れた 呪

祥尊が腎 の屈伸喩の神愛による瞬間移動でチェ ーテ イ國のパーチー

ナヴァンサダーヤの阿那律の面前に現れたことが「神愛によって、意所

成身をもって近づいた」と言い換えられていることになり、2 つの表現

が同じ状況を表現したものであることを示す。

ところが『中阿含経J074 「八念経」では上の渇に對座するものが「遥

知我思念 無上世間師 正身心人定 乗虚忽未到」となっていて意所成

身に言及せず、かわりに空中浮遊神愛の表現をとり109、腎の屈伸喩の神

愛を空中浮遊の神愛と同一視している。

背の屈伸喩の神使を、神使者が意所成身を作り出してそれを目的地

へと飛ばしているとの見方と、神使者自らが空中を瞬時に飛んで移動す

るとの見方との、2 つの見方がここに見られる。

パーリには他に「意所成身をもって」（manomayakayena ）を訣いた「神

愛によって近づ く」（iddhiyaupasankami ）という表現があるが、これを

腎の屈伸喩の神愛の表現と同等のものと考えることを否定するような根

拠は何一一つないにしても、これを意所成身をもっての移動ととるか、空

中浮遊ととるか、判断しかねる。S/V.021-003

と『雑阿含経』503 は以下のような記述を有する 呪

ある時、憚尊は舎衛城にいて、舎利弗と目連が王舎城の竹林にい

た。舎利弗が夕 方に目連を訪ね、目連の諸根の清浄、顔色の清浄であ

るのを見 て「汝は今 臥 寂静住に よって過ごさ れたか 」と訊く。そ

れに對し目連はそうではなくて麓住によっ て過ごし たと答 える。 そ

の理由は祥尊と ともに法について語っ たからである という。 舎利弗

は目連 に「友 よ、世 尊は今、は るか舎 衛城 の祇 園に 住し てお ら れ

'"りiV.008-003-030,vol.IV,p 。235.なお 同 文 がTheragdthd,v 。901( アヌ ル ッ ダ の 詩） に

あ る。 ま たApadcma,vol.I,p.235 のTilamutthidayaka 長 老 の 詩 がmamasaiikappamannayasatthalokagganayakomanomayenakayenaiddhiyaupasankami

と し てsatthalokeanuttaro

「 世 に おけ る 最上 の師 」をsatthalokagganayako とす る 以 外 全 同 で あ る。109

『中 阿 含 経J074 「 八念 経 」（大 正01p.542a ）。『阿 那 律 八 念 経』（ 大正01p.836c ）

の 渇 は 對 庖 し ない 。"

燧■^.021-003,vol.n,p.275 と 『雑 阿 含 経』503 （大 正02p.132c)

-
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る。 目連長老が世尊のもとへ神愛に よって近づいたのか、そ れとも世

尊が長老目連に神愛 によっ て近づい たのか」（durekhoavusobhagavaetarahisavatlhiyamviharatijetavaneanathapindikassaarame.kimnilkhonamahamoggallanobhagavantamiddhiyaupasarikami.udahub

！

砂itammahamoggallanamiddhiyaupasarikanii ）と尋ね そ れ こ對し

目連はそのどちらでもないとして雨者を否定し、「私と世尊の天眼と天

耳界が、同等に清まった」（apicameyavatabhagavaettavatadibbacaklduivisujjhidibbacasotadhatu.bhagavatopiyavatahamettavatadibbacakkhuvisujjhidibbacasotadhatu

）と答えている。

これは、先の移動範囲の分析 との開連で言えば、あるいは舎衛城⇔

五舎城閣を神愛では瞬間移動できないことを示しているとも考えられる

が、賓際には瞬間移動 の神使が用いられていない文脈であるため、意所

成身か空中浮遊かの判断材料にはなるまい。

しかしこれと同じ 「意所成身をもって」を紋く「神使によって近づ

く」（iddhiyaupasarikami またはiddhiyaupasarikamitva）とい う表現は、

他に資料［7-12］ の 『雑阿含経』に對 庖する ぶA'.021-001と 巫’040-001

～009 にも用いられている 川。これらにおいては、離れたところにいた

憚尊が口連の所念を知って神愛によって到来し、説法するというもので

あるから、状況 は先述の^7^^.008-003-030と 一致している。 しかし状況

と語句の一部（iddhiyaupasankami ）が一致しているからといって「〔意

所成身をもって〕神愛によって近づいた」と補って解憚するのは早計で

あろう。

以下の資料に よれば、神愛に よる移動は、多 分に意所成身をもって

の移動であると解される。意所成身が、瞬間移動を含む「種 々の神使」

（iddliividha）の前提になっているように解される諸経であり 几 一例と

111本論注57 參照。

’に意所 成身を「種々 の神愛」 の前提と見る先學 にヘルマン＝ペッ クがある。叩長部

経典』の瞑想の章では、物 質的 な肉暦 から “完 全な感受 器官を 具えた 霊気的な

いし霊的な身僣を引 き出 すとい うことが述べてあっ た。そこ で、瞑 想者はこれを

道具に 用い て超感畳 的な完成、つ まり‥一層高度 な精神力 の諸 奇・跡 〔神 通、 神使〕

を宵現で きる」。へ・レマ ン＝ベ ック（著八 渡逡照宏、渡迢重朗（。詳）『佛教』（下八

岩波文庫、1977 年 、pp.86-92、
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し てDN 。002'Samafmaphala-s.' に 沿 っ て 次 第 を 見 る。

第 四 扉 を 得 た 者 は 、心 が 統 一 さ れ、清 浄 と な り、純 白 と な り、汚 れ な く、

付 隨 煩 悩 を 離 れ 、 柔 軟 に な り 、 行 動 に 適 し 、 確 固 不 動 の も の に な る と、

順 次 、 ① 智 見 （nanadassana ）、 ② 意所 成 身 を 化 作 す る こ と （manomayamkayamabhinimmana

）、 ③ 種 々 の 神 愛 （iddhividha ）、 ① 天 耳 界 （dibba-sotadhatu

）、⑤ 他 心 智 （cetopariyafiana）、⑥ 宿 住 隨 念 智 （pubbenivasanussati-iiana

）、 ⑦ 死 生 智 （cutupapatanana ）、 ⑧ 漏 尽 智 （asavana-khayanana ） に心

を 傾 注 す る と さ れて い る 几

こ の 次 第 は 漢 譚 資 料 で は 『長 阿 含 経 』020 「 阿 摩 書 経 」と『四 分 律 』「雑

貧 度」 に 見 ら れ る 呪 こ の 中 ③ ～ ⑧ が 六 神 通 （cha-abhiJJA ） と し て く く

ら れ る が 、 そ の 中 の③ 「種 々 の 神 使 」 に 以 下 の10 種 が 説 か れ る 几

(1) 一 身に な り、 多 身 に なる

巴:ekopihutvabahiidhahoti

梵 （Mahavastu):ekopibhfitvabahavobhavati""

1LIDN.oca'Samanfiaphala-s.'vol.I,pp.76-85. 他 に-DiV.003'Arabattha-s. ・vol.I,p.100( だ

だ し テ ク ス ト に 省 か れ て い る ）、DN.OIO'Subha-s.'vol.I,p.209 （同 様 に 省 か れ て

い る ）、£≫A'.OO4'Sonadanda-s.'vol.1,p.124( 同 様 に 省 か れ て い る ）、MN.on

‘Mahasakuludayi-s.'vol.II,p.17-22 が あ る 。 た だ しMN. で は 第四 憚 の記 述

の 後 、 ① ～ ⑤ ま で を 欠 き、 ⑥ 宿 住 隨 念 智 か ら 説 き は じ め る も の が 多 い。

μW004'Bhayabherava-s.'(vol.1p.O22) な ど。114

『長 阿 含 経』020 「阿 摩 査経 」（大 正01pp.85c-86c ）、『四 分 律 』「雑 彼 度 」（大 正22pp.964b-966a)

”5種 々 の神 使 を1 「決 意神 使 」(adhitthanaiddhi ）、2 「使 化 神 愛 」(vikubbanaiddhi ）、3

「 意所 成 神 雙 」（manomayaiddlii) 、4 「智 遍満 神 愛 」(nanavippharaiddhi) 、5 「 定

遍満 神 使 」（samadhivippharaiddhi 八6 「聖神 通」（ariyaiddlii）、7 「業 異 熟 生神 使」(kammavipakajaiddhi

八8 「 具 福 神 愛 」(punnavatoiddhi) 、9 「 呪 術 所 成 神 愛 」(vijjamayaiddhi)

、10 「彼 彼 處 正 加 行 縁 成 神 愛 」(tatthatatthasammapayogapaccayaijjhan

㈲henalddhi ） の10 に分 類 し、 そ の 中 の 「決 意神 雙 」 に一 身 多 身 な どの10 種

を含 ませ る の が 後 世 の南 方 上 座 部 の 分類 で あ るQPatisambhidamagga,vol.II,p.205- 。Visud

励 加agga 、pp.378-。浪 花 宣 明 『 サ ー ラ サ ン ガ ハ 』 平 楽 寺 書 店 、1998 年、pp.475-491.116

な お參 考 まで に 付 し た 梵語 形 は ルhavastu 、ed.byE.Senart,Pari,1882-97.vol.Ill,pp.

-
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（2) 多 身 にな り、 また一 身 になる

巴:bahudhapihutvaekohoti 梵:bahudhapibhutvaekobhavati)

（3）現 れ る

巴:avibhavam 梵:avirbhavam

（4） 隠れ る

巴:tirobliAvaM 梵 三tirobhavam"''〕

(91)

409-410 による。 ここ では①②の次 第には言 及が ない。 他にMa 陥vyutpattiQ榊本）No.216

～228 もあるが少し 異なる。18 種を拳げるものに『菩薩地』や 『摂大 乗論』

がある。 長尾雅人 『摂大乗論 和詳 と注解 下』 インド古典叢 書、講談社、1987年、pp.213-216.

參照。 漢詳資料では種々のヅ アリェ ーションがあ り、枚挙 に暇が ない。

漢詳阿含か ら数例を挙げる。r

長阿含経』020「阿摩書経」（大正01p.86a):- 一心修習神通智讃、 能種種便化。

巾 脱化 一身 為無数 身。（2) 以 無敷 身還 合 為一。（8) 身 能飛 行。(5）石壁 無腱、

遊空如鳥。(7）履水如地。 身出切談、如大火萩。(9) 手釣日月。(10) 立至梵天。

『中阿含経』080「 迦稀那 経」（大正01p.553b): 心學 如意足 智通 作謐。 諦賢。

我得無量如 意足。（1）謂分 一為衆。（2) 合衆 為一。一則住一一。(3 ）有知右見。(5）

不擬石壁。 猶如行 空。（6）没 地如水。(7）IS水 如地。(8) 結 加践坐。上 昇虚空。

猶如鳥翔。（9) 今此日月有大如意足、有大威徳、有大福祐、有人成神、以手摺摸。（10）

身至梵天。

『別詳雑 阿含経』 川フ（大正02p.417a ）:我亦 欲人神通等定。 田 能以 一身、 作

無 量身。（2）以無量身、還作一身。(5) 我欲観察諸方十。下、人于石壁、無有障擬、

猶如虚空。(8 ）坐臥空中、如彼 鵬王。(6）履地如水。（7）履水如地。(10）身至梵天。(9

）手椚日月。r

増壹 阿含経』024-005( 大正02p.622b): 爾時。 剛 世尊或 作若干形。(2 ）S.

合為一。（4）或不現。（3) 或現。（5）石壁皆過、無所望擬。(6 ）或出地、 或人地、

猶如流水、 無所m 脱。 ㈲ 或結珈践坐、満虚空中、如鳥 飛空、 無有mm 。亦如大

火山。姻出無量。（9) 此日月有大神力、不可限量、以手往捉。(10) 身乃至梵天r

増壹 阿含紅』037-003( 大正02p.711a 卜 目連報曰。 於是。 比丘 有大神足。於

神足 而得自在。 彼能雙化 無数 千事而無疑難。(1）亦 能分・・身作無 数身。（2) 或復

還合為一。（5）石 壁皆過。（6）踊没 自在、 亦如 駿河。（8) 猶如 飛鳥 在空中無 跡。

讐如 暴火燎焼山野。(9） 亦如日月扉所不照、亦 能岑 手摩技日月。（10) 亦 能化身至

梵天上

下線を施し た火を登す る神使は、パーリで はこ の10 の「種々の神使」に含 まれ

ない。 なお現時鮎では 『雑阿含経』には「種々の神使」 の記述を見出してい ない。ll7

訂ahavadtu の底本 に欠。ただし異讃にはこれを有する ものがあ る。

-
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（92 ）

（5) 壁 ・垣 根 ・山 を通 り抜 け、 空 中 と同様 に障 害 なく行 く

巴:tirokuttamtiropakaramtiropabbatamasajjamanogacchatiseyyathapiakase

梵:tirokudyamtirosailamtiroparvatesuasajjamanogacchati

㈲ 大 地にお い て、 水 中 にお け る と同 様に 出没 する

巴:pathaviyapiummujjaniniujjanikarotiseyyathapiudake

梵:imasm 叩cap μhiviyamunmaijananimajjanamkaroti

巾 水上 にお い て、 地上 にお け る と同 様に沈 むこ とな く行 く

巴:udakepiabhijjamanegacchatiseyyathapipathaviya

梵:sayyathapinamaudakepiabhidyamanogacchatitadyathapinamaprthiviyam

（8）空 中にお い て足 を 組 み、 鳥の よ うに進 む

巴:akasepipallarikenakamatiseyyathapipakkhlsakuno

梵 ：訣

（9） 月・太 陽に 手 で触 れ る

巴:imepicandimasuriyeevammahiddhikeevammahaiiLibhavepaninaparamasatiparimajjati

梵:imavapicandrasuiyaevammaharddhikaevammahanubhavauparyarikenanisannahpaninaparimarjatiparamrsati

）

（10) 梵 天 界 まで身 優 によっ て 自在 を 行使 する

巴:yavabrahmalokapikayenavasamvatteti

梵:yavadbrahmalokamkayenavasevarteti

この10 の「種々の神愛」の中で直接的に腎の屈伸喩の神愛に闘わる

のは、00 ）「梵天界まで身僣によって自在を行使する」と表現されてい

るものであろう。

ここまでの次第で、③種々の神愛の前に②「意所成身を化作すること」

が置がれていることから考えると、意所成身が種々の神愛すべての前提

になっているとの恨説が成り立つ。空中浮遊は「種々の神使」の中では（8）

に該常するが、これも意所成身が空中を進むものと考えるならば、空中

浮遊の表現が用いられていても、意所成身をもって移動する神愛である

ことに愛 わりはないということになる。

しかし、これに対してSN.05 ＼-022の記事が「神愛に よって近づ く」
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（93 ）

ことをすべて意所成身によるものと解することを否定する 入

舎衛城において、阿難が憚尊を訪ね、「神使によって意所成身をもっ

て梵天界 に行ったこ とがありますか（abhijanatinukhobhantebhagavaiddhiyamanomayenakayenabrahmalokamupasankamita)

畢

尊はこれを肯定し、次に阿難は「この四大所成身（生得身）をもって

神愛 によっ て梵 天界に行ったことがあり ます か（abhijanatildiopanaTantebhagavaiminacatumahabhutikenakayenaiddhiyabrahmalokamupasanke

皿面）
」と訊ねる。鐸尊はこれも是とされ、阿難は驚くべきこと

だと称賛する。つづいて鐸尊は阿難に對し、「身をも心に掃し、心をも

身に価し（kayampiciltesamodahati"''cittampikayesamodahati ）、身に

楽相と軽相を置いて（kayesukliasannaiicalahusaniiancaokkamitva ）住

す時、如束の身は軽く、軟らかく、堪任・清浄となる」と説明し、これ

を熱せられた鍛丸が軽く軟らかくなることに喩え、この方法で「種々の

神使」を登揮できるとする 呪 また木綿(tulapicuvakappasapicuva ）が

風を受けて容易に地より虚空に昇るように、如来の射塵も容易に地より

虚空に昇って「種々の神使」登揮すると述べる。

この経 の對 座漢詳 経は見 出されない。 しかしなが ら『施設論 』と

『婆沙論』に引用されているため有部にも知られていたことが確賓であ

る1呪 ただし『婆沙論』では意所成身をもって梵天界に行くことは佛に

IISSN.05 】-022,vol.V,p.282.0

底 本 はsamadahati と す る が ， 異 讃 とPatisa 刑bhiddmagga ，vol.1,p.11り こ よ っ てsamodahati

と頑 む。120

こ れ に 闘 運す る もの と し て 烈 μsambl 球amagga,vol.1,p.111 や『解 脱 道 論J( 大 正32p.442a)

が あ る。121

全 文 を阜 げ る 。

『施設論』（大正26p.528b): 如経所説。 佛於一時。謂 尊者阿雌 言。 汝可知 不。我以如 是意

所成身。以 神通力。 随意 能往梵天宮 殿。阿難 白佛言。如 是如是。我 知 世尊即 以如是四 人所

成血重 色身。随 意能往梵 天宮殿。佛 言。阿雌。我 知如是 色身脆重 四大 和合父 母不m 則 渥藍

等衆縁所成。 雖飯以飲 食衣服濠体資養種種 治事。終婦磨 滅。 破散之 法。頗能往 彼梵 天宮殿。

阿雌白佛言。 能往世尊。 能往善逝。如 世間俄。及耕梨具。営 在鼓鋳。 炎火熾盛。 未出火時。

而彼 俄具。即 皆軽利。 加 復柔軟。 易寫 舒巻。遇 涼冷時 。彼諸 繊 具。 厚重 堅硬。 而雅 舒巻。

阿難。如束亦 復如是。若時 身心和融。軽安 想生。加復柔軟。 調暢安 適。 隨意能往梵 天寓殿。

又復常知。若心 不相絹。 即心無依止。 心無 繋唱。以心無 依止無祭扇 故。身即自 在。
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（94 ）

も瞥聞にも可能であるが、「よく神通力を離れて（騨定に入らずに）」四

大所成身をもって行くことは佛のみの特性とされる鮎が57V.051-022 や

『施設論』と異なる。

以上の記述によれば「神燈によって近づ く」移動には意所成身をも

ってする移動と四大所成身をもってする移動のどちらもあることにな

る。また四大所成身による移動について身殷を軽くする方法を述べてい

ることから、四大所成身による移動は空中浮遊になるであろう。

なおMilind叩lahho にも几 佛と限定することなく、四大所成身をもっ

て（catummahabhutikenakayena ）ウッタラクル、梵天界、他の洲に行く

ことができるとする記事がある。

また『清浄道論』 は00 ）を「梵天界をも限界として身盟によって

自在を行使する」（yavabrahma/okapitibrahmalokampiparicchedamkatvakayenavasamvatteti

）と補い、『無磯解道』を引用した上でこ れを詳し

く註稗している 呪 引用される『無税解道』によればこの神愛によって

以下のようなことがなされる。

神愛者（iddhimant）にして心自在者（cetovasipatta）が、梵天界に行

こうと欲する時、（10-a）遠を近にし、（10-b）近を遠にする。（10-c）多

「阿毘達磨人 毘婆沙論」（大正27p.699a): 契経中説。佛告阿州 。我之神力。 能以意所成 身。

鉄爾 至於梵 世。阿州∩佛。 何其劣哉。此 事作間亦能。世尊何足 自歎。謂所化 作名意所成 身。

啓 聞亦 能以此至 於梵I|ト。 佛若爾者。 有何 不共。 世尊頗 能離神通力。 以脆大種 父 母生 身。於

鉄 忽問。 至梵世不。 世尊告日。此我亦 能。阿難復言。此事賓 難。願説讐 喩令我信解。佛 言。

諦 聴。如世 間銭。 或餅或 團置炎 鑓中。 漸軽漸 軟漸調漸 浄。随 意所埓。 如是 如来身 随心呻。

繋心 於身作 軽軟等想。 身隨心力成軽軟等 事・。 由能繋心相績勢力 。令所槃 身運博随意。

此中有説。佛 書智時 得欲界 無覆無 記。 未曾得心 心所法。由 此勢力 不入静慮 不起神通。 施設

心 時則能単身至色究 竟。 何況梵世。

有作是説。世尊爾 時起縁風心 令身韓単。

有除師説。起縁 空心能令佛 身所往 無擬。

有言。佛 意則説此 身名意所 成。 由 隨意力成鯉軟 等運博事 故。離 定通力 能運 此身。 至梵世故

典 啓開別。

有言。佛説意所 成身哨所化身不暇 定通能至梵世。輿啓 聞別。

有言。佛説由意勢 通令所化 身速至 梵世。此捷疾力 二乗 等無。 故佛 依此 自頴殊勝。1

！！Milind 叩>anho,p.84 中 村 元 ・ 早 島 鏡 正 に リ ン グ王 の 問 い1 』 平 凡 社 東 洋 文 庫、1963

年 、p.247 、「神 通力 と心 の自 在力 」參 照 。sVisuddhimagga,pp.401-

。Patisambhidamagga 、vol.II,p.209.
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（95 ）

を 少 と な し 、（10-d ） 少 を 多 と す る 。（10-e ） 天 眼 で 梵 天 の 色 を 見 、（10-f）

天 耳 界 で 梵 天 の 聾 を 聞 き、（10-g ） 他 心 智 で 梵 天 の 心 を 知 る。（10-h ） 身

を 現 し た ま ま梵 天 界 に 行 く こ と を 欲 す る 場 合 は 、 身力 に よ っ て 心 を 愛 易

さ せ 、 身 力 に よ っ て 心 を 受 持 し て 、 楽 想 と軽 想 に 入 り 、 身 を 現 し た ま ま

梵 天 界 に 至 る 。（10-i） 身 を 見 え な く し て 梵 天 界 に 至 る こ と を 欲 す る 場

合 は、 心 力 に よ っ て 身 を 愛 易 せ し め、 心 力 に よっ て 身 を受 持 し て 、 楽 想

と 軽 想 に 入 り、 身 を 見 え な く し て 梵 天 界 に 至 る 。(10-j) 梵 天 の 前 に 四

肢 五 穀 ・諸 根 を 具 備 す る 意 所 成 身 を 化 作 す る 。（lO-k,l,m ） 梵 天 界 の 意 所

成 身 と 人 間 界 の 神愛 者 は 行 住 坐 臥 な ど を 等 し く す る 。

『清 浄 道 論 』 は さ ら に00-a ） につ い て 、 祥 尊 が ユ ガ ン ダ ラ 山 と 須 禰

山 を 近 づ け て 、 地面 か ら 踏 み 出 し て 片 足 を ユ ガ ン ダ ラ 山 に 置 き、 次 の 一

歩 で 須 禰 山 を 踏 ん で 〔三 十 三 天 界 に の ばっ た 〕 とい う 神 使 を 紹 介 し124、

（10-h ） に つ い て 、 虚 空 に 道 を 化 作 し て 歩 い て 昇 る 、 風 に よ っ て 木 綿 の

よ う に吹 き 上 げ ら れ て 梵 天 界 ま で 飛 んで 行 く、 な ど の 具 菰 的 な 方 法 を 述

べ 、（10-i） に つ い て は 、「 身 を 捉 え て 心 に 乗 せ 、 心 に 隨 わ せ て 〔 身 を 〕

急 速 に 行 く こ と （sighagamana ） で あ る。 心 の 行 く こ と （cittagamana ）

は 急 速 で あ る か ら 」 と 、 ま た移 動 は 決 意 心 （adhitthanacitta） の 生 ・ 住 ・

滅 の3 刹 那 の い ず れ に も 起 こ る と 述 べ た 上 で 「〔 神 使 者 は 〕 自 ら 行 く

の か、 そ れ と も 所 化 （意 所 成 身 ） を 送 る の か ？一 隨 意 に 行 う 。 し か

し こ こ で は 彼 （神 愛 者 ） が 自 ら 行 く こ と の み が 趣 意 で あ る 」（kimpanasosayamgacchatininimitanipesetiti.yatharucikaroti.idhapan'assasayamgamanamevaagatam

） と 述 べ る 呪 ま た （lO-k,l,m ） に つ い て 、行 住 坐 臥

な ど の一 致 は 聾 聞 の 化 身 に 限 ら れ る と し て 、 佛 の 化 身 は 世 尊 が 行 う こ と

す べ て を 行 い 、 ま た 世 尊 の 望 む ま ま に 〔世 尊 の 行 う こ と と は 〕 他 の こ と

を も行 う とす る126。

12-1こ の傅 説 はJd{a ＆--at(加vannan(i483,p,265,Dha 。川apa(ki一atthakafha,＼o＼.TTI,p.216な

ど に 見 ら れる 。'"'Visiiddhimagg

叫pp.405.126

神 燈者 自身 と 意 所 成 身 との 行住 坐 臥 が 等 し く なる こ とに つ い て ，『施 設論 』，『倶 舎

論 』 と 『婆 沙 論 』 が 反 対 の こ と を 述 べ る。 す な わち 『施 設 論 』（大 正26p.526a ）

に よれ ば 佛 が 語 れ ば化 人 は 黙 し， 化 人 が 語 れ ば 佛 は黙 す 。 聾 聞 は 能 化 が 語 れ ば 所

化 も語 り ， 能化 が語 れ ば所 化 も語 る （若 佛 語 言。 イヒ人即 獣。 若 化 人語 。 佛 即 獣 然 。
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ここでも「梵天界まで身殼によって自在を行使する」神使には意所

成身を送るものと、自ら行く神愛との2 種類があるとされ、後者は「風

によって木綿のように吹き上げられて梵天界まで飛んで行く」という表

現からも空中浮遊を含意することになろう。

有部の見解としては、先に触れたざ7V.051-022に對庖する『施設論』

と『婆沙論』の記事の他に、以下の、移動に闘わる神使を3 種に分類す

る『婆沙論』と『倶舎論』に見える記述がある。

『婆沙論』く大正27p.725b-c): 復有三種神用。一運身。二勝解。三意勢。

運身神用者。謂畢身凌虚猶若飛鳥。亦如壁上所書飛仙。

勝解神用者。謂於遠作近解由此力故。或住此洲手椚日月。或屈伸腎頃

至色究竟天。

意勢神用者。謂眼識至色頂。或上至色究竟天。或傍越無逼世界。

問此三神用誰成就幾。有説。聾聞成一。謂運身。濁受成二除意勢。唯

佛世尊具成三種。有説。異生成一。謂運身。二乗成二除意勢。然聾聞

運身所穎。御受意解所穎。佛具成三意勢所願。

… …1皮聾 聞 弟 子 。 … …｛可故 能 化 之 者 証 言 。 所 化 之 者 亦 言。 能化 之 者 若 獣 。 所 化 之

者亦 獣。｝。『倶 舎 論 』「大 正29p 」44b ） も 佛 の 諸 の 定力 は 最 も 自 在 であ るが 故 に

所 化 が語 る のと 〔イヒ主 で あ る佛 が語 る のが 〕 同 時 で は ない こ と が 可 能 であ る。〔化

主 と 所化 と で 〕 言 音 の 所 詮 が 別 々 であ るこ と も で き る （ 佛 諸 定 力 最 自 在 故 。 輿 所

化 語 容不 倶 時。 言 音所 詮 亦 容 有 別 ） と述 べ る 。

し か し 『婆 沙 論 』（大 正27p.698c ） で は逆 に な り、 世 尊 が 語 れ ば化 身 も語 り、

化 身 が 語 れ ば 世 尊 も語 る が 、 弟 子 で は 能化 が 語 れ ば所 化 が 黙 し 、 所 化 が 語 れ ば 能

化 が 黙 す と い う （ 世 尊 語 時 化 身 亦 語 。 化 身 語 時 世 尊 亦 語。 弟 子 一 時 作 化 弟 子 。

… …弟 子 語 時所 化 便 獣 。所 化 語 時 弟 子便 獣 。）。『清 浄 道論 』と一 致 す る の は『施 設 論 』

『倶舎 論 』の説 で あ る。 平 岡聡『ブ ッ ダが 謎 解 く三 世 の 物 語 上 』大 蔵 出 版 、2007 年 、p.92,p.287

に 言及 あ り。

こ の経 証 と し て- ）^.018Janavasablia-s.'vol,II,p.212 の 以 下 の 価 が學 げ ら れる 。ekasmimbliasamanasmimsabbebhasantiniinmita,ekasmimtunhimaslnesabbetunl!ibhavantite.

一 人 が 話 す時 に は所 化 もみ な 話 す。

一 人 が 黙 し て坐 る 時 に は 、 彼 ら （所 化 ） も みな 黙 す 。

こ れに 對 妻 す る 漢詳 は 『長 阿 含 経 』004 「 闇尼 沙 経 」（大 正01p.036a ） であ り、

そこ にも 「 而彼 梵 童 一 化 身 語。 鎔化 亦 語 。 一化 身獣 。 鎔 化 亦 獣 」 とあ る 。
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『倶舎論』（大正29pp.l43c-144a ）:此有二種。謂行及化。行復三種。

一者運身。謝乗空行猶如飛鳥。

二者勝解。副極遠方作近思惟便能速至。

三者意勢。謂極遠方単心縁時身即能至。此勢如意得意勢名。於此三中

意勢唯佛。

運身勝解亦通諦乗。謂我世尊神通迅速隨方遠近畢心川至。山此世尊作

如是説。諸佛境界不可思議。故意勢行唯世尊有。勝解兼除聖。運身井

異生。

『倶舎論』によれば、「神境」に「行」（gamana,gati）と「化 」（niiTnana）

の2 種 が あ り、 そ の「 行」 を「 運 身 」（§ariravahini-gati）、「 勝 解」

（adhimoksiki-gati）、「意勢」「mano 」ava-gati）の3 つに分ける1几

『婆沙論』、『倶舎論』一 致して 「運身」に空中浮遊（8）を配富し、「勝

解」に 『婆沙論』は「遠くを近くにする」と「月・太陽に手で触れる」

を配富して腎の屈仲昔もここに用いているが、『似舎論』 は「遠くを近

くにする」（10）のみを配常する。佛のみの特性とされる「意勢」は「種々

の神愛」中に含まれていないように見える。

「運身」（sariravahini）は原語から考えて、意所成身で はなく、肉慾 で

移動する神使であろう。「意勢」も、明確ではないが 『倶舎論』の「身

即能至」という表現からやはり肉慾が移動すると思 われる。「勝解」は

どちらであるか判断できない。

「運身」と「意勢」についてはDivvavaddna の記事が具橿例になるI呪

祥尊が祇園からスールパーラカに赴き、その復路において、マリー

チカ世界に生まれ使 わった目連の母の供養を受ける件がある。行きは目

連の 神愛で須 浦山 の頂上に足を置いて出殺し、7 日間かけてマ リーチカ

127『倶 舎論 』（大 正29p.l43c) 神爵 謂等 持 境 二 謂 行化 行 三 意 勢 佛 運身 勝 解 通 。rddhihsamadhihgamanamnirmanamcagatistridha/

弧sturmanojavaanye ジamvahinyanyadhimoksiki//Abhidh びnnakosa7.48//'=>"Di

・リGv αd∂〃α,ed.bvE.B.CowellandR.A.Neil,Cambridge,1886
・pp.52-53. なお

『根 本

説一一切 有 部 毘 奈 耶 薬事J( 大 正24p.l6c ）に も同 様 の記 述 があ り，そ こ で は 「意 勢 」

は 「 速 念神 通 」 と 詳 さ れて い る。 平 岡聡 『ブ ッ ダ が 謎 解 く 二 世 の物 語 上』 大 蔵

出版,2007 年 ，p.92,p.ll6 （注232)
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世界に到着し、蹄りは憚尊の'manojava' という神燈（rddhi）で一瞬に

して祇園に到着するが、その神愛は目連が祇園を「念ずる」（sam-anv-a

√hr）だけでマリーチカ世界から祇園に至るというものである。

この記事に見られる7 日間かかる目連の神愛は、「運身」の空中浮遊

のように思われる。「意勢」も素直に讃めば肉殼の移動ということになる。

「勝解」の具殼例としては『根本説一切有部毘奈耶破僧事』に舎利

弗が「勝解行定」（Adhimok がka-samadhi）に入り、水で阿鼻地獄を充満

させるというものが見出されるが129、これは移動の神使ではなく、上記

の『婆沙論』『倶舎論』の「勝解」とどのように関連するものか定かで

はない。

しかしながら、「意勢」に開して、先の憚尊が意所成身と四大所成身

のどちらでも梵天界に至れるとする記事に戻ってみると、『婆沙論』の

記事では神通力を離れて四大所成身によって梵天界に行くのは佛のみの

特性とされるが、このことに関して 『婆沙論』に以下のような異説が畢

げられている1≒

（I ）此中有説。佛m 智時得欲界無覆無記。未仲得心心所法。由此勢力不入

静慮不起神迦。後登心時則能単身至色究竟。何況梵世。

（H ）有作是説。世尊爾時起縁風心令身絡単。

（m ）有除師説。起縁空心能令佛身所往無磯。

（IV）有言。佛意則説此身名意所成。由隨意力成軽軟等運博事故。離定通力

能運此身。至梵世故輿聾聞別。

（V ）イf言。佛説意所成身則所化身不仮定通能至梵世。典m 聞別。

（VT）有言。佛説由意勢通令所化身速至梵世。此捷疾力二乗等無。故佛依此

自面殊勝。

この中、（VI ）に よれば「意勢」は「所化身」（意所成身）を梵天界

に送ることである1呪

129「 根 本 説 一 切 有 部 毘 奈 耶 破 僧 事 」（ 大 正24p.l50b 八TheGilgitManuscriptoftheSahghahhedavustu,Beingthe/7thandLastSectionoftheVinavaoftheMulasan'dstivadin

，PartII,ed.byRanieroGnoli.Roma,1978,pp.262-263.130

本 論 注121 參 照 。131

なお(IV) は 「佛 意 則 説 此 身 名意 所 成」 を 「佛 の 身 橿 は す な わち 意 所 成 身 であ る」

の 意 で とる な ら ば ， こ れ は 説 出 世 部 の 見解 と 一致 す るで あ ろ う 。cf.Mahavastu,ed.
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では有部の見解と南方上座部の見解の開係はどのようであるか。

「運身」は（10-h）「身を現したまま梵天界に行くこと」について、『清

浄道論』が「風によって木綿のように吹き上げられて梵天界まで飛んで

行く」とするのが該富するであろう。

「勝解」に開連を有するのは（10-a）「遠を近にする」であるが、『清

浄道論』が拳げる具腰例はユガンダラ山と須蝿山を近づけるという神燈

であって、身膿の移動ではない。

「意勢」は、『清浄道論』が（10-i）「身置を見えなくして梵 天界に行

くこと」について「身を捉えて心に乗せ、心に隨わせて〔身を〕急速に

行くこ と（sighagamana ）である。心の行くこ と（cittagamana）は急速

であるから」と述べているが、「意勢」はこれともっとも開連が深いよ

引こ思われる。またこれはMilind叩'aPihoにおいて 入 腎の屈伸喩の神愛

に関して、ミリンダ王が200 由旬隔たった故郷のアラサンダを想い起す

こと（√smr）を、王がそこに行ったこ とと同一に見ようとするナーガ

セーナの説明とも軌を一にしよう。

こ のように、神愛によって何をなせるかとしての「種々の神愛」は

諸部派共通の見解であっても、それをどのように分類し、位置付けるか

は部派によって大きく異なっていることが知られる。 また、移動の神愛

が意所成身をもってなされるか、空中浮遊によってなされるかの答えも、

例えば、南方上座部は意所成身で、有部や説出世部1白 よ空中浮遊であっ

たといったものではなく、同一部派の中でも二つの見解があったか、も

しくはどちらでもよかったといった問題のようである。

6. 腎の屈伸喩の神愛のイメージの使遷（fi説）

本論で明らかになったのは以下のようなことである。

byE.Senart,Pari,1882-97 、vol.I,p.218.manomayenaruperiapradurbhontitathagata.'"^"Milindapanho,p.82.

中 村 元 ・ 早 島 鏡 正 『ミ リ ン ダ 王 の 問 い1 』 平 凡 社 東 洋 文 庫 、1963

年 、p.24K 「 神 通力 を もつ 者 」 參 照。|

町Mahavastu が腎 の 屈 伸 喩 の 神 愛 に 「 空 中 に 昇 り」(vaihayasamabhyiidgamya ） と い

う 語 句 を 加 え る こ と は本 論 の ［5 ． 腎 の屈 伸 喩 の 瞬 間 移 動 はい か な る も の か ］ の

「（1 ）「速 や か に 」 を 意 味 する か 」 を 參照 。
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1. 背の屈伸喩の神億は、阿羅漢に限らず、扉定をおさめるものであ

れば誰でも登揮できる。

2. 佛や佛弟子が費揮するにせよ、神々が費揮するにせよ、人間界⇔

色界を限界とし、無色界への行き束はない。色界では梵天界に赴

く記事が多く、浄居天は例外的である。3.

地上における移動では長距離を移動しない。ただしバッガ國のス

ンスマーラギラを出li鮎とする例外的に長距離が想定される移動

がある。4.

腎の屈伸喩の神愛は三昧によって麓揮され、意所成身をもっての

移動と四大所成身をもっての自ら行く移動の雨者がイメージされ

ている。後者は空中浮遊を含意する。

本論は「あたかも力ある人が曲げた腎を伸ばすか、伸ばした腎を曲げ

るように」という讐喩を伴う瞬 間移動の神愛の表現に着目して、資料・

を集め、ヅアリェーションを整理し、その上で、この神愛にまつわるイ

メージの愛遷を明らかにしようとする展望をもって開始したものである

が、現時黙では、未だ明確になっていないことが積み重なっており、目

的に達することはできない。しかしながら、本論執筆の過程で得られた、

この神愛に付隨するイメージの愛遷に開する筆者の仮説を述べて、本論

のまとめとしたい。以下に述べることはあくまでも仮説であるので、最

終的には全く異なる結論が導き出されることも考えられる。

本来、この腎の屈伸喩に代表される瞬間移動の神使の表現は、人間界

⇔天界の行き爽を前提とした表現であったと思われる。この根拠は、パ

ーリに限って言い得ることであるが、人間界⇔天界の行き束の資料が

聖典中に偏りなく見られるのに対し、地上における移動は偏りがあり、MN.

に皆無であって、AN. やVinaya{こ集中してその記述が多く見られ、

その他の二カーヤには少ない（皆無ではない）ことである。

人間界⇔天界の行き爽に限定されている限り、騨定の階梯と天界の階

梯とがすでに闘連づけられた後ならば「あたかも力ある人が曲げた腎を

伸ばすか、伸ばした腎を曲げるように」速やかに梵天界などに至ると

いうのは、すなわち速やかにその天界に對鷹する禰定に入ることを意味
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し 几 それを移動の神愛として表現したに過ぎないであろう。しかしな

がら神々が天界から地上に降りてくるヶ－スも同様に考えられるか否か

は現時黙では不明である。

なお、ある時黙まで天界への移動は梵天界を限界とすると考えられ

ていた、もしくは浄居天という天界は未だ知られてい なかったことが、

［種々の神使］の中の「梵天界まで身殼によって自在を行使する」とい

う表現に示されている。この「種々の神愛」の表現が定まった時黙では、

人間界⇔浄居天の行き末は未だ考慮の外にあった。それ故、憚尊が浄居

天に赴く記事（［3-1]) や、目連が浄居天に赴く記事は □5それ以降に成

立したと考えられるj≒

し か しな が ら 人 間界⇔ 無 色 界の 行 き来 へ の言 及 がな い こ とに

つい ては別個 に考 えるべ きで、無 色界の諸 天 の概 念 が導入 された

の もそ れ以 後 であ る かといっ た こ とは議 論さ れる べ きで はない。DN.002'Samannaph

山-sフ などの記述が、［意所成身の化作］を「種々

の神使」 の前段 に置くことがその根拠であるが、本束、移動の神愛は

意所成身をもっ ての移動が前提 となっており、「梵天界まで身暦によ

って自在を行使する」とは意所成身によっ て自在に振る舞うという

意味であった。「もう一つの、有色の、意所成 の、大小の 四肢のそろ

っ た、無談 の感官を 具えた身体」（annamkayani. ‥l卯inimanomayam

|。>4こ の よ うに 譚 定 と 天 界 の関 連 をと ら え るこ とは ヘ ル マ ン ＝ ペ ッ ク （著 ）、渡 座 照 宏 、

渡 逡重 朗 （詳 ）『佛 教』（下 ）、 岩 波 文 庫 、1977 年 、pn.48-92 、 水 野弘 元 『原 始 佛 教 』

サ ー ラ 叢 書、1956 年 、p.76-84 な どと 一 致 す る であ ろ う。 ヘ ルマ ン ＝ペ ッ クは 論 述

の 中 で/4A'.008-007-064,vol.IV,p.302( 『中 阿 含経 』073 「 天 緩 」 大正01p.539b が

對 座 す る ） を 紹 介し てい る。 し か し な が ら 三 十 三 天 と 對 團 す る 祁 定 の 想 定 に は 慎

重 を 要 す る 。 人 が 神 燈に よっ て 人 悶 界⇔ 三 十三 天 を 行 き 来 す る 記 事 が ）N.に 皆 無

とい う こ とが 考 慮 さ れ る べ き か もし れない 。|

。.15本 論「5. 腎 の 屈伸 喩 の神 使 はい か なる もの か」「(1 ）「 速 や か に」 を 意味 す るか 」

に 紹 介 し たMahavastu の 記事 を 參 照 。

□6そ の 証 拠 とし て『大般 若波 羅 蜜 経』（大 正05p.045b な ど ）では「 巾 愛 一 為多 。(2 ）

燈多 為 一。(3 ） 或 顧。（4 ） 或m 。（5 ） 迅 速無 擬 、 山 崖 踏 壁 直 過 如 空 。（6 ） 凌 虚 往

束 猶 如 飛 鳥。（7 ） 地 中 出没 如 出没 水 。(8 ） 水十。経 行如 経 行地 。 身出 煙 焔如 燎 高原 。

箆 注 衆 流 如 鎔 雪 嶺。（9 ） 日 月 神徳 威 勢朝 営 以 手 技 摩 光 明 隠 蔽。00 ） 乃 至 亘 昼 情 身

自 在 。」 と なっ てい る 。
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） と表 現 さ れ る 意 所 成 身 が 無 色 界 に あ る

こ と は 概 念 的 に もそ ぐ わず 、 そ れ 故 、 無 色 界 に 神 使 で 赴 く 表 現 が な い の

で あ ろ う 。

次 の 段 階 で「腎 の 屈 伸 喩 」の神 愛 が 地 上」こお け る 瞬 間 移 動 に 適 用 さ れ、

［フー3］［フー6］［フープ］［フー9］［7-12 ］の よ う な 、拝 尊 が 遠 方 か ら 佛 弟 子 の 前 に、

もし く は 目 連 が 他 の 佛 弟 子 の 前 に 忽然 と 現 わ れ 、 説 法 の 後 に 再 び 姿 を 消

す とい う プ ロ ッ ト が 作 ら れ た （た だ し 該 常 す る 記 事 が す べ て 同 時 に 成 立

す る 必 然 性 は な い か ら 、あ る 一 例 が こ の 段 階 に お い て 成 立 し た の で あ り、

そ れ を 模 倣 し て 作 ら れ た 記 事 は 次 に述 べ る 最 終 段 階 の もの よ り も 後 に 成

立 し た と い う こ と は あ り 得 る ）。 こ の段 階 に お い て も 意 所 成 身 を も っ て

の 移 動 が 前 提 に な っ て お り 九 拝 尊 は 佛 弟 子 の 前 に 現 れ た 後 、 再 び 元 の

拝 尊 自 身 が い る 地 鮎 に 戻 る 。 こ の 段 階 まで は、 人 間 界⇔ 天 界 の 行 き 来 に

せ よ、 地 上 にお け る 移 動 に せ よ 、 こ の 神 愛 は 神 愛 者 が 往 復 す る 文 脈 で の

み用 い ら れ た。 復 路 の 記 事 が 訣 落 して い て も、 そ れ は 省 略 さ れ た と 見 な

し 得 る。

そ し て 最 終 段 階 に お い て は 、 意 所 成 身 を も っ て の 移 動 と い う 制 限 が

な く な り 、佛 や 佛 弟 子 が 地 上 を神 愛 で 自 由 に 行 き 来 で き る よ う に な っ た。

意所 成 身 を 送 る 神 愛 で は恐 ら く 目 的 地 にい る 対 告 衆 に 説 法 を す る の が 限

界 と 考 え ら れ た で あ ろ う 。 し か し 制 限 が な く な る と 、 目 的 地 か ら何 か を

と っ て く る と い っ た こ と が 可 能 で あ る と考 え ら れ る よ う に な る 。［7-10 ］

のVinaya と 『四 分 律 』 に 見 ら れ る、 目 連 が 舎 利 弗 の た め に マ ン ダ ー キ

ニ ー 蓮 池 岸 に 行 っ て 蓮 根 （bhisa,mu!alika ） を と っ て く る と い う 記 事 が

そ の 一 例 で あ る 。 こ の 段 階 の 特 徴 は、 神 愛 に よ る 移 動 を 前 提 と して プ ロ

ッ ト が 組 ま れ て い る と は 限 ら ず 、 す で に で き あ か っ て い た プ ロ ット に 改

愛 を 加 え た 結 果 で あ る も の が 少 な く な い 。 そ れ 故 、 文 脈 上 必 然 で は な い

箇所 に 神 燈 に よ る 移 動 が 用 い ら れ てい る 。 拝 尊 の 何 気 ない 移 動 の 記 述 に

神 使 の 記 述 を 採 用 し た た め に 、 祥 尊 が 祇 園 か ら わ ざ わ ざ 神 愛 を 用 い て 束

園鹿 子 母 講 堂 に 現 れ る とい う （祥 尊 が まる で 横 着 で あ る か の よ う な ） 不

137しかし なが ら「 意所 成身を もって 神堤に よっ て 近づ い た」(manomayenakayenaiddhiyaiipasankami)

と敢えて明言する記述は、 四大所成身を もって の移動 も考慮

された以降であろう。

－69 －



（103 ）

自然な記事ができあがった。對座箇所に神愛を用いない移動を記述する

異傅を有してい る資料（［7-1］［フー4］［7-5］［フー11］、本論「腎の屈伸喩

と遊行」參照）がこの最終段階に蹄せられるであろう。

ここで難問となるのが［7-2］の祥尊が神愛によってガンガーを渡る

記述である。これをいずれの段階に含めるべきか。南傅も北傅も一致し

てこれを傅えており、神愛を用いずに渡ったとする異傅は存在しない。

あくまでも仮定であるが、最終段階よりも以前、つまり未だ意所成

身が前提であった段 階に蹄せられるのではなかろうか。 もちろんこの記

述が、祥尊が王舎城からガンガーを渡ってヴェーサーリーに、それから

クシナーラーに赴く文脈に置かれていれば、意所成身をもっての移動で

は具合が悪い。「涅槃経」が編集本であって、すなわち本束濁立してい

た経を集めて編集したり、ある程度まとまって形をなした後にさらに記

事が挿入されたりしたものであると仮定すればこの問題は回避で きる

が、現時児ではこの猫についてのこれ以上の考察はできない1≒

しかし憚尊が神雙によってガンガーを渡るこの記述こそが、「涅槃

経」の文脈に置かれた時に最終段階への架け橋になったのかもしれな

い。鐸尊はこの文脈においては、どうしても意所成身ではなく肉曇ごと

ガンガーを渡らねばならない（この記述ほどそのことが文脈から要請

される箇所は他に見られない）。このように考えれば、移動 の神受か意

所成身と四大所成身のどちらをもってもなされることを敢えて説く経

（5Af.O51-022）の存在理由が説明できる。

1.^8しかしながら筆 者は現行のUdana の該雷記事が、「涅槃経」 に先行すると主張する

つ もりはない。
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